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「
上
」
に
お
い
て
、
『
後
撰
集
』
恋
二
の
、

　
　
　
　

ま
か
り
い
で
ゝ
御
ふ
み
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば　
　
　

中
将
更
衣　
参
議
伊
衡
女

　
　

け
ふ
す
ぎ
ば
し
な
ま
し
物
を
夢
に
て
も
い
づ
こ
を
は
か
と
君
が
と
は
ま
し
（
六
四
〇
）

　
　
　
　

御
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
喜
御
製

　
　

う
つ
ゝ
に
ぞ
と
ふ
べ
か
り
け
る
夢
と
の
み
迷
し
ほ
ど
や
は
る
け
か
り
け
ん
（
六
四
一

）
1
（

）

と
い
う
贈
答
の
う
ち
六
四
〇
番
伊
衡
女
詠
の
解
釈
の
変
遷
を
追
い
、
最
新
の
工
藤
校
注
が
、
死
を
望
ま
し
い
も
の
と
仮
想

）
2
（

し
た
と
理
解
し

て
お
り
首
肯
さ
れ
る
こ
と
、
た
だ
し
、
第
三
句
以
下
「
夢
に
て
も
い
づ
こ
を
は
か
と
君
が
訪
」
う
と
い
う
内
容
自
体
も
庶
幾
さ
れ
る
と
修

正
す
べ
き
可
能
性
を
提
示
し
た
。
二
章
で
は
と
く
に
、
伊
衡
女
詠
に
描
か
れ
る
帝
に
よ
る
亡
魂
探
訪
の
構
図
に
お
い
て
、
在
り
処
の
目
当

て
と
し
て
の
「
墓
」
を
訪
う
こ
と
も
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
検
討
し
て
い
る
。
「
上
」
所
収
の
二
章
（
３
）
節
で
は
、
伊
衡
女
詠
の
第
四
句

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
一
号　

令
和
四
年
九
月
三
十
日
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「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
が
、
表
立
っ
て
詠
ま
れ
に
く
い
「
墓
」
を
掛
詞
の
裏
の
意
味
と
し
て
潜
ま
せ
る
と
い
う
「
墓
」
の
詠
み
方
の
先
蹤
と

な
っ
た
、
画
期
的
な
歌
句
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。「
下
」
で
は
、
帝
が
「
墓
」
を
訪
う
と
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
す
る
と
共
に
、
な
ぜ
伊
衡
女
詠
が
「
墓
」
を
和
歌
の
世
界
に
再
登
場
さ
せ
得
た
の
か
を
、「
長
恨
歌
」
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
し
た
い
。

　
　
　
　

二
．
伊
衡
女
詠
に
つ
い
て
―
仮
想
を
支
え
る
現
実
と
霊
魂
観

　
（
４
）
醍
醐
帝
の
御
宇
に
故
人
を
訪
う
た
か

　
（
４
）
節
で
は
、
醍
醐
帝
の
御
宇
に
、
故
人
の
魂
の
在
り
処
な
り
、
墓
な
り
を
訪
う
こ
と
が
現
実
的
に
ど
の
程
度
あ
り
得
て
、
ど
の
よ
う

な
時
に
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
大
き
く
分
け
て
、（
Ａ
）
葬
送
の
後
、
す
な
わ
ち
火
葬
し
た
貴
所
や
土
葬
し
た
霊
屋
、
遺
骨
等

を
埋
葬
し
た
墓
に
参
る
、（
Ｂ
）
葬
送
時
に
参
加
し
て
見
届
け
る
、
と
い
う
二
通
り
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。（
４
）
節
で
は
、（
Ａ
）
の
よ
う

な
平
安
時
代
の
墓
参
に
つ
い
て
、
隣
接
諸
学
の
成
果
を
押
さ
え
る
。

　

古
く
は
、
民
俗
学
分
野
の
田
中
久
夫
氏
「
平
安
時
代
の
貴
族
の
葬
制
―
特
に
十
一
世
紀
を
中
心
と
し
て
―
」
（
以
下
、
田
中
論
と
略
称
す

る
）
に
よ
る
、
「
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、
詣
る
よ
う
な
事
は
し
な
か
っ
た

）
3
（

」
と
の
理
解
が
定
説
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
前
節

（
３
）
に
お
い
て
、
伊
衡
女
詠
が
「
墓
」
を
詠
ん
だ
こ
と
自
体
画
期
的
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
た
通
り
、
和
歌
が
「
墓
」
と
距
離
を
置
く
状

況
は
、
「
墓
」
に
対
す
る
実
際
の
態
度
の
反
映
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
す
で
に
田
中
論
は
、
史
学
分
野
の
服
藤
早
苗

氏
「
墓
地
祭
祀
と
女
性
」
（
以
下
、
服
藤1989

と
略
称
）
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
、
「
十
世
紀
に
は
墓
参
が
行
な
わ
れ
て
い
た

）
4
（

」
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
根
拠
は
、
藤
原
忠
平
に
よ
る
父
基
経
の
墓
参
（
「
参
拝
宇
治
」
『
貞
信
公
記
』
延
喜
八

908
年
二
月
二
十
九
日
条
を
は
じ
め

複
数
回
）
で
あ
る
。
服
藤1989

は
、
「
十
世
紀
初
頭
の
上
層
貴
族
か
ら
あ
ら
わ
れ
、
し
か
も
政
治
的
地
位
た
る
官
職
に
就
任
し
た
こ
と
に

よ
る
慶
賀
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
い

）
5
（

」
と
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
田
中
論
の
根
拠
の
う
ち
『
栄
花
物
語
』
「
浦
々
の
別
れ
」
の
解
釈

）
6
（

が
、
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史
学
分
野
の
朧
谷
寿
氏
「
平
安
時
代
の
公
卿
層
の
葬
墓

）
7
（

」
（
以
下
、
朧
谷1999

と
略
称
）
、
お
よ
び
服
藤
早
苗
氏
「
平
安
貴
族
層
に
お
け
る

墓
参
の
成
立
―
墓
参
よ
り
み
た
家
の
成
立
過
程

）
8
（

」
（
以
下
、
服
藤2001

と
略
称
）
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
、
首
肯
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
今
日

で
は
、
平
安
時
代
の
墓
参
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
機
会
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て
お
り

）
9
（

、
こ
の
理
解
が
妥
当
で
あ
る

）
10
（

。

　

た
だ
し
、
醍
醐
帝
の
御
宇
―
寛
平
九

897
年
践
祚
、
即
位
、
延
長
八

930
年
譲
位
、
崩
御
―
お
よ
び
醍
醐
帝
の
御
宇
よ
り
前
に
絞
る
と
、
確

認
で
き
る
史
料
は
、
延
喜
八

908
年
以
後
の
忠
平
に
よ
る
墓
参
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
伊
衡
女
は
皇
子
を
挙
げ
た
と
は
い
え
更
衣
に
過

ぎ
な
い
た
め
、
中
、
下
級
層
の
貴
族
に
お
け
る
墓
参
を
も
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
例
で
こ
そ
な
い
が
注
目
す
べ
き
は
、
早
く
服

藤2001

が
官
人
層
の
墓
参
に
つ
い
て
、
『
西
宮
記
』
巻
八
「
新
任
官
叙
位
人
事
」
の
「
凡
そ
官
を
給
う
輩
、
親
無
き
者
、
吉
日
を
取
り
て

墓
を
拝
す
る
事
」
を
根
拠
に
、
「
任
官
あ
る
い
は
叙
位
さ
れ
た
場
合
、
両
親
の
元
に
慶
賀
参
り
を
す
る
の
が
慣
例
」
で
、
「
す
で
に
両
親
が

他
界
し
て
い
た
際
に
は
、
そ
の
両
親
の
眠
る
墓
地
に
慶
賀
参
り
を
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た

）
11
（

」
と
推
定
さ
れ
た
卓
見
で
あ
る
。
た
だ

し
、
管
見
に
入
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
該
当
す
る
実
例
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
文
学
上
の
事
例
に
は
な
る
が
、
『
延
喜
御
集
』

二
二
番
を
こ
う
し
た
墓
参
の
証
左
と
し
て
指
摘
し
た
い
。

　
　
　
　

 

あ
る
く
ら
び
と
、
か
う
ぶ
り
給
は
り
て
、
お
や
の
は
か
お
が
み
に
信
濃
へ
な
む
ま
か
る
と
き
こ
し
め
し
て
、
御
ぞ
の
を

）
12
（

し
た
ま

は
せ
け
る
に
、
御
使
、
あ
ふ
さ
か
に
な
ん
お
ひ
つ
き
た
り
け
る

　
　

ふ
る
さ
と
の
も
み
ぢ
お
り
く
る
た
び
人
は
に
し
き
を
き
て
や
ひ
な
は
こ
ゆ
ら
ん

二
二
番
に
お
い
て
蔵
人
が
信
濃
へ
下
り
、
亡
き
親
の
墓
を
拝
み
に
赴
く
理
由
は
、
自
身
の
叙
爵
の
報
告
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伊
衡
女
詠
を

収
め
る
『
延
喜
御
集
』
に
、
ま
さ
に
同
時
代
の
、
上
級
貴
族
層
に
限
ら
な
い
（
Ａ
）
の
よ
う
な
墓
参
の
事
例
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、（
Ａ
）
の
よ
う
な
墓
参
が
、
任
官
・
叙
位
の
慶
賀
参
り
以
外
の
ど
の
よ
う
な
時
に
行
わ
れ
て
い
た
か
考
え
る
た
め
に
、
醍
醐
天
皇

御
宇
や
近
い
時
期
の
二
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
。
そ
れ
は
ひ
い
て
は
、
墓
が
ど
の
よ
う
な
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
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つ
な
が
る
。
な
お
、
『
延
喜
御
集
』
二
二
の
「
お
や
」
は
母
親
を
含
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
確
証
は
無
く
、
伊
衡
女
は
女
性
で
あ
る
た
め
、

女
性
の
墓
を
確
実
に
含
む
事
例
を
検
討
し
て
、
性
差
に
よ
る
墓
参
の
扱
い
に
違
い
が
有
る
か
確
認
す
る
た
め
に
、
「
墓
参
」
を
や
や
広
義
に

と
っ
た
。
一
例
目
は
贈
位
使
の
訪
れ
、
二
例
目
は
墓
の
祟
り
に
よ
る
宣
命
使
の
訪
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
朧
谷
氏
や
服
藤
氏
の
研
究
で

は
墓
参
の
範
疇
に
含
ま
れ
な
い
が
、
注
10
に
示
し
た
よ
う
に
、
水
藤
真
氏
の
研
究
で
は
、
贈
位
使
が
墓
参
に
含
ま
れ
て
考
察
さ
れ
る

）
13
（

。

　

さ
て
一
例
目
は
、
仁
和
三

887
年
十
一
月
に
即
位
さ
れ
た
宇
多
天
皇
が
、
二
年
後
に
外
祖
父
母
の
墓
に
使
者
を
差
し
向
け
た
例
で
あ
る
。

宇
多
の
母
は
光
孝
天
皇
女
御
班
子
で
あ
り
、
使
い
に
訪
わ
せ
た
理
由
は
、
墓
に
葬
ら
れ
て
い
る
外
祖
父
母
当
人
へ
の
贈
官
贈
位
で
あ
る
。

『
日
本
紀
略

）
14
（

』
亭
子
院
寛
平
元

889
年
閏
十
一
月
十
五
日
条
に
贈
官
贈
位
の
詔
が
載
り
、
四
日
後
の
十
九
日
条
に
「
山
城
國
葛
野
郡
、
贈
一
品

太
政
大
臣
仲
野
親
王
第

）
15
（

、
贈
正
一
位
当
宗
氏
等
墓
、
」
と
の
記
事
が
載
る

）
16
（

。
祖
父
と
祖
母
の
扱
い
に
差
異
は
無
い
。
『
延
喜
御
集
』
二
二
番

の
蔵
人
の
例
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
子
な
り
、
孫
か
ら
の
使
者
な
り
が
墓
へ
向
か
い
、
報
告
す
る
か
ら
に
は
、
墓
は
、
報
告
が
故
人
に
届

く
場
所
と
見
做
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
な
お
、
宇
多
天
皇
本
人
は
墓
を
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

次
に
二
例
目
は
、
墓
の
祟
り
を
鎮
め
る
と
い
う
特
殊
な
事
例
で
あ
る
が
、
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
あ
っ
て
、
或
る
貴
族
女
性
の
墓
が
故
人

の
魂
魄
の
鎮
ま
る
べ
き
死
後
の
在
り
処
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
証
左
で
あ
る
た
め
、
参
考
と
し
て
取
り
上
げ
る

）
17
（

。
醍
醐
天
皇
が
即
位
さ

れ
た
寛
平
九
年
の
翌
年
に
あ
た
る
昌
泰
元

898
年
に
、
十
代
前
の
天
皇
の
夫
人
の
一
人
で
あ
る
、
桓
武
天
皇
夫
人
従
三
位
藤
原
吉
子
の
墓
へ

使
い
が
遣
わ
さ
れ
た
。
藤
原
夫
人
吉
子
は
、
大
同
二

807
年
十
一
月
、
政
変
で
所
生
の
伊
予
親
王
と
と
も
に
断
食
刑
の
果
て
に
服
毒
し
亡
く

な
っ
た

）
18
（

。
吉
子
の
よ
う
な
「
冤
魂
（
無
実
の
罪
で
亡
く
な
っ
た
人
の
魂
）
は
厲
（
鬼
）
と
な
り
、
（
中
略
）
疫
病
を
し
ば
し
ば
発
生
さ
せ

）
19
（

」

る
「
御
霊
」
と
見
做
さ
れ
た
。
御
霊
の
慰
霊
に
性
差
は
見
出
せ
な
い
。
昌
泰
元

898
年
に
疫
病
が
流
行
し
た
際
に
は
吉
子
の
御
墓

）
20
（

の
祟
り
に

よ
る
と
さ
れ
、
墓
に
使
い
が
立
っ
た

）
21
（

。
帝
が
訪
れ
て
い
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　

以
上
、
醍
醐
帝
の
御
宇
に
、
上
級
貴
族
層
に
限
ら
ず
、
ま
た
、
被
葬
者
の
男
女
の
別
を
問
わ
ず
、
相
応
の
理
由
が
あ
れ
ば
、
葬
送
時
以
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外
に
墓
を
訪
ね
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
墓
を
訪
う
理
由
は
、
被
葬
者
へ
の
報
告
や
慰
撫
な
ど
、
故
人
と
連
絡
を
取
る
た
め
で
あ
っ

た
。
故
人
の
霊
魂
の
在
り
処
と
見
做
さ
れ
る
ゆ
え
に
、
墓
が
訪
わ
れ
た
も
の
と
理
解
し
た
い
。

　
（
５
）
帝
は
墓
を
訪
う
か

　
（
５
）
節
で
は
、
平
安
初
期
に
帝
が
墓
を
訪
う
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

管
見
に
入
る
限
り
、
前
節
（
４
）
の
（
Ａ
）（
Ｂ
）
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、
平
安
時
代
に
お
い
て
帝
が
墓
を
直
接
訪
れ
た
事
例
は
無
い
。

前
節
（
４
）
寛
平
元
年
の
贈
位
使
の
事
例
か
ら
推
す
と
、
帝
は
訪
わ
ず
、
使
者
を
立
て
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。

　

も
し
仮
に
、
帝
が
墓
を
訪
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
の
重
み
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
帝
に
つ
い
て
の
（
Ｂ
）
の
よ
う
な
墓
参
を
考

察
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
事
例
を
呈
示
し
た
い
。

　

一
事
例
目
は
、
葬
る
処
を
直
接
訪
い
か
ね
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
る
事
例
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
二
本
朝　

大
織
冠
始
賜
藤
原
姓
語

第
一
で
あ
る
。
寵
臣
中
臣
（
藤
原
）
鎌
足
の
葬
送
に
際
し
天
智
天
皇
が
、

　
　

 

大
臣
身
ニ

病
ヲ

受
ケ

給
ヘ
リ

。
天
皇
、
大
臣
ノ

家
ニ

行ミ

幸ユ
キ

シ
テ

、
病
ヲ

訪
ト
ブ
ラ

ハ
セ

給
ヘ
リ

。
大
臣
遂
ニ

失ウ
セ

給
タ
マ
ヘ

レ
バ

、
其
ノ

葬サ
ウ

送ソ
ウ

ノ

夜
、
天
皇
行ミ

幸ユ
キ

シ
テ

山ヤ
マ

送
オ
ク
リ

セ
ム
ト

有ア
リ

ケ
レ

バ

、　

時
ノ

大
臣
・
公ク

ギ

卿ヤ
ウ

有ア
リ

テ

、
「
天
皇
ノ

御
身
ニ
テ

大
臣
ノ

山
送葬

歟
ノ

山ヤ
マ

送
オ
ク
リ

例レ
イ

无
キ

事
也
」
ト

度ド

ド々

奏
シ
ケ　

レ
バ

、　

泣ナ
ク

ナ〻

ク

返
カ
ヘ
ラ

セ

給
ヒ
テ

、

謚
イ
ミ
ナ

ノ

宣セ
ン

旨ジ

ヲ

下ク
ダ

シ
テ

、

此
ヨ
リ

大
織
冠
ト

申
マ
ウ
ス

。）
22
（

と
行
幸
を
希
望
し
た
と
す
る
、
後
世
の
説
話
で
あ
る
。
唯
一
鎌
足
に
の
み
授
け
ら
れ
た
、
破
格
の
扱
い
を
象
徴
す
る
「
大
織
冠
」
と
い
う

最
高
位
の
冠
位
が
、
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
葬
送
へ
の
行
幸
の
代
わ
り
で
あ
る
と
い
う
設
定
か
ら
、
平
安
時
代
に
お
い
て
天
皇
が
葬
送
に
参

加
す
る
重
み
の
ほ
ど
が

―
実
現
し
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が

―
読
み
取
れ
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
、
天
皇
が
葬
送
に
御
使
を
立
て
る
こ
と
す
ら
、
慎
重
に
決
す
べ
き
事
案
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
『
左
経
記　

類
聚
雑
例
』
長
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元
九1036

年
五
月
十
九
日
条

）
23
（

を
二
事
例
目
と
し
て
挙
げ
た
い
。
こ
の
日
、
先
帝
後
一
条
が
荼
毘
に
付
さ
れ
た
。
葬
送
の
御
輿
が
ま
さ
に
出

立
す
る
時
間

）
24
（

に
、
新
帝
で
、
先
帝
の
同
母
弟
後
朱
雀
天
皇
は
錫
紵
、
す
な
わ
ち
喪
服
を
着
て
い
る
。
た
だ
し
新
帝
の
御
使
が
有
る
べ
き
か

）
25
（

、

と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
相
府
藤
原
実
資
が
「
見
先
例
、
延
長
八
年
有
御
使
、
天
暦
六
年
無
所
見
、
若
諒
闇
之
外
、
無
御
使
歟
、
」
と
答

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
例
を
見
る
と
、
延
長
八
年
に
崩
御
し
た
醍
醐
の
葬
送
に
子
の
朱
雀
か
ら
の
使
い
は
立
っ
た
が
、
天
暦
六
年
に
崩

御
し
た
朱
雀
の
葬
送
に
同
母
弟
の
村
上
か
ら
の
使
い
は
無
か
っ
た
と
示
し
、
崩
御
し
た
の
が
新
帝
の
父
母
で
な
け
れ
ば
御
使
は
無
い
の
だ

ろ
う
、
と
の
解
釈
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
先
例
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
同
母
兄
に
す
ら
葬
送
の
御
使
を
立
て
な
い
こ

と
か
ら
、
天
皇
が
葬
送
に
使
い
を
立
て
る
こ
と
さ
え
も
、
極
め
て
重
み
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
看
て
取
れ
る
。

　
（
６
）
帝
は
後
宮
女
性
の
墓
を
訪
う
か

　

前
節
（
４
）（
５
）
に
お
い
て
、
帝
が
墓
を
訪
れ
な
い
こ
と
、
父
母
の
葬
送
を
除
け
ば
御
使
す
ら
立
て
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
帝
が
後
宮
女
性
の
葬
送
に
行
幸
し
て
墓
を
訪
う
た
り
、
御
使
を
立
て
て
訪
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
後
日
訪
う
こ
と

も
ま
た
、
到
底
あ
り
得
な
い
。
で
は
、
帝
が
後
宮
女
性
の
墓
を
訪
う
こ
と
は
、
ど
ん
な
形
で
も
不
可
能
な
の
か
。
葬
送
へ
の
行
幸
に
準
ず

る
二
例
が
あ
る
の
で
、
見
て
み
よ
う
。

　

一
例
目
は
、
帝
位
に
就
か
な
か
っ
た
准
太
上
天
皇
が
、
母
后
や
女
御
の
葬
送
の
列
に
徒
歩
で
加
わ
っ
た
事
例
で
、
『
栄
花
物
語
』
巻
二
五

「
み
ね
の
月
」
に
描
か
れ
る
。
万
寿
二1025

年
七
月
、
自
身
の
女
御
寛
子
の
葬
送

）
26
（

の
列
に
徒
歩
で
加
わ
っ
た
小
一
条
院
の
例
で
あ
る
。
作

中
、
小
一
条
院
は
同
年
三
月
に
崩
御
し
た
母
后

子
の
葬
送
を
思
い
起
こ
し
、

　
　

 

や
む
ご
と
な
き
事
な
ら
ま
し
か
ば
、
宮
の
御
と
も
に
も
こ
の
御
を
り
も
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
ぞ
思
や
り
き
こ
え
ま
し
。
そ
が
う
ち
に
も
、

こ
の
た
び
は
、
心
ざ
し
の
か
ぎ
り
は
み
え
た
て
ま
つ
り
ぬ
め
り

）
27
（

。
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と
語
る
。
『
栄
花
物
語
』
の
作
者
は
院
自
身
に
、
葬
送
の
列
に
加
わ
る
こ
と
は
帝
位
に
無
い
か
ら
こ
そ
為
し
得
た
と
語
ら
せ
て
い
る
。
帝
位

に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
思
い
遣
る
の
が
実
現
可
能
な
最
大
限
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
帝
位
に
な
い
と
は
言
え
、
院
の
行
為
は
充
分
に
「
ま

た
な
き
事
」
、
「
い
と
い
み
じ
く
か
た
じ
け
な
く
め
で
た
き
御
事
な
り
や
」
と
評
さ
れ
、
「
こ
の
殿
ば
ら
も
、
ま
た
つ
か
う
ま
つ
る
人
も
、
女

の
さ
い
は
ひ
と
は
こ
れ
を
こ
そ
は
い
は
め
」
と
語
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

　

同
じ
『
栄
花
物
語
』
の
巻
七
「
と
り
べ
野
」
に
は
対
照
的
な
描
写
も
あ
っ
た
。
長
保
二
年
末
、1001

年
）
28
（

に
崩
じ
た
皇
后
定
子
の
葬
列
に

参
加
で
き
ず
、
土
葬
で
あ
る
た
め
、
立
つ
煙
を
見
遣
る
こ
と
す
ら
叶
わ
な
い
一
条
帝
は
、

　
　

よ
の
つ
ね
の
御
あ
り
さ
ま
な
ら
ば
、
か
す
ま
む
の
べ
も
な
が
め
さ
せ
給
べ
き
を
、
い
か
に
せ
ん
と
の
み
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
、

　
　
　
　

野
辺
ま
で
に
心
ば
か
り
は
か
よ
へ
ど
も
わ
が
み
ゆ
き
と
も
し
ら
ず
や
あ
る
ら
ん

　
　

な
ど
ぞ
お
ぼ
し
め
し
あ
か
し
け
る

）
29
（

。

と
心
中
に
詠
ず
る
。
「
霞
ま
む
野
辺
」
は
荼
毘
に
ふ
さ
れ
る
火
葬
所
で
あ
り
、
「
霞
」
は
魂
の
昇
り
ゆ
く
様
で
あ
り
、
定
子
の
「
野
辺
」
は

御
霊
屋
の
置
か
れ
る
鳥
辺
野
で
あ
る
。
そ
の
「
野
辺
」
に
心
が
通
う
こ
と
を
、
一
条
帝
は
「
行
幸
」
と
表
現
し
た
。
帝
位
に
あ
る
が
ゆ
え

の
制
約
の
中
で
も
、
こ
う
し
て
鳥
部
野
へ
心
が
行
幸
す
る
こ
と
は
、
小
一
条
院
に
と
っ
て
の
寛
子
同
様
の
「
女
の
さ
い
は
ひ
」
で
あ
り
、

深
い
愛
情
に
裏
打
ち
さ
れ
た
行
動
に
見
え
る

）
30
（

。

　

こ
の
二
例
か
ら
判
断
す
る
に
、
思
い
を
致
す
だ
け
か
、
直
に
訪
れ
る
か
の
間
に
、
差
は
存
す
る
。
し
か
し
、
心
だ
け
の
行
幸
も
、
帝
の

心
中
に
お
い
て
は
「
行
幸
」
で
あ
っ
た
。（
４
）
節
の
贈
位
使
、
宣
命
使
の
よ
う
に
帝
が
使
者
を
立
て
る
場
合
も
、
訪
わ
せ
る
主
体
は
帝
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
、
心
の
行
幸
と
近
い
点
が
あ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
伊
衡
女
詠
か
ら
時
代
は
下
る
も
の
の
、
「
女
の
幸
ひ
」
と
い
う
『
栄
花
物
語
』
の
評
価
か
ら
推
し
て
、
極
め
て
高
位
に
あ
る
男
性

が
後
宮
女
性
の
葬
送
に
加
わ
る
こ
と
は
深
い
愛
情
の
証
と
見
做
さ
れ
た
こ
と
、
た
だ
し
帝
に
あ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
り
、
葬
送
に
際
し
て
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葬
る
処
に
思
い
を
馳
せ
、
帝
の
心
の
み
が
訪
う
こ
と
の
み
が
あ
り
得
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
（
７
）
帝
が
亡
き
後
宮
女
性
の
墓
を
訪
う
こ
と
ー
日
本
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
受
容

　

前
節
（
６
）
の
考
察
か
ら
、
亡
き
後
宮
女
性
の
葬
ら
れ
る
地
を
帝
が
訪
う
こ
と
は
、
た
と
え
そ
れ
が
心
の
み
で
あ
ろ
う
と
も
、
か
く
も

特
別
で
あ
り
、
当
時
に
お
い
て
は
「
夢
に
て
」
と
限
定
し
た
場
合
の
み
に
実
現
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
『
栄
花
物
語
』
を
勘
案

す
れ
ば
、
伊
衡
女
詠
の
仮
想
は
、
こ
う
し
た
行
動
が
指
し
示
す
帝
か
ら
の
深
い
特
別
な
愛
情
を
死
後
に
せ
め
て
願
う
と
い
う
意
味
で
、
伊

衡
女
の
庶
幾
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

一
方
で
、
『
栄
花
物
語
』
の
描
く
十
一
世
紀
前
半
か
ら
実
に
一
世
紀
を
遡
る
伊
衡
女
の
時
代
に
あ
っ
て
、
葬
ら
れ
た
地
、
死
後
の
在
り
処

を
帝
に
訪
わ
れ
た
い
と
詠
み
掛
け
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
、
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
何
と
言
っ
て
も
、
相
手
は
「
帝
」
な
の
で
あ
る
。
和

歌
一
首
の
詞
の
組
合
せ
か
ら
「
は
か
」
に
葬
処
を
読
み
取
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
諸
注
釈
の
見
解
も
墓
を
掛
詞
と
見
做
す
こ
と
で
一
致
し

て
い
る
こ
と
は
「
上
」
に
お
い
て
縷
々
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
伊
衡
女
が
帝
に
よ
る
亡
魂
探
訪
を
望
み
、
そ
の
場
所
と
し
て
「
葬
処
」

を
詠
み
込
む
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
伊
衡
女
詠
の
仮
想
が
見
つ
め
て
い
る
、
「
帝
本
人
の
夢
に
よ
る
墓
参
」
と
は
、
何
な
の
だ

ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
、
伊
衡
女
詠
の
仮
想
と
型
の
一
致
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
先
行
研
究
二
本
が
明
ら
か
に
す
る
、
日
本
独
自
の
「
長
恨
歌
」
受

容
が
形
成
し
た
情
景
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
日
本
長
恨
歌
」
と
略
称
）
を
指
摘
し
た
い
。

　

上
野
英
二
氏
「
長
恨
歌
か
ら
源
氏
物
語
へ

）
31
（

」
（
以
下
、
上
野
論
と
略
称
）
は
、『
道
済
集
』
の
「
「
長
恨
歌
、
当
時
の
好
士
和
歌
詠
み
し
に
、

十
首
」
と
い
う
詞
書
を
持
っ
た
一
連
の
歌
」
の
う
ち
「
不
見
玉
顔
」
と
題
し
た
、

　
　
　
　

思
ひ
か
ね
別
れ
し
人
を
来
て
見
れ
ば
浅
茅
が
原
に
秋
風
ぞ
吹
く
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と
い
う
道
済
詠
を
は
じ
め
と
す
る
和
歌
や
、
『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
物
語
、
『
源
氏
物
語
』
の
古
注
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
道
済
詠
に

つ
い
て
の
説
話

）
32
（

を
は
じ
め
と
す
る
「
長
恨
歌
」
の
説
話
、『
白
氏
文
集
』
に
お
け
る
「
美
女
の
葬
地
に
草
が
生
い
繁
る
と
い
う
風
景
」
描
写
、

『
伊
勢
集
』
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
屏
風
絵

）
33
（

や
和
歌
の
詞
書
に
見
え
る
障
子
絵
な
ど
の
存
在
を
検
討
の
上
、

　
　

 『
源
氏
物
語
』
に
先
行
し
て
、
『
長
恨
歌
』
は
（
中
略
）
物
語
と
し
て
、
絵
や
和
歌
や
語
り
と
し
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
前
に
あ
っ
た

（
中
略
）
、
『
長
恨
歌
』
を
め
ぐ
っ
て
、
い
わ
ば
説
話
化
し
て
い
た
も
の

）
34
（

の
存
在
を
想
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
様
相
を
、

　
　

 

楊
貴
妃
の
非
業
の
地
に
、
浅
茅
を
配
し
、
風
を
あ
し
ら
い
、
玄
宗
が
そ
こ
を
訪
れ
る
季
節
を
秋
と
す
る
（
中
略
）
日
本
で
の
「
長
恨

歌
」
鑑
賞
の
な
か
で
形
成
さ
れ
た
も
の

）
35
（

で
あ
り
、

　
　

楊
貴
妃
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
地
は
、
荒
れ
て
草
の
繁
っ
た
墳
墓
の
地
、
と
い
う
情
景
と
し
て
ま
ず
把
握
さ
れ
た
の
で
は

）
36
（

と
推
定
さ
れ
た
。
上
野
論
が
緻
密
に
積
み
上
げ
る
証
拠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
偶
然
と
し
て
片
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
一
致
点
を
持
ち
、
首
肯

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
上
野
論
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
日
本
で
形
成
さ
れ
た
「
長
恨
歌
」
受
容
の
情
景
が
、
い
つ
の
時
点
で
ど
の
程
度
ま

で
形
作
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

さ
ら
に
、
櫻
井
陽
子
氏
「
「
平
家
物
語
」
巻
五
『
月
見
』
を
め
ぐ
っ
て

）
37
（

」
は
、
『
平
家
物
語
』
に
も
「
「
長
恨
歌
」
の
日
本
に
お
け
る
受
容

の
一
端
に
つ
ら
な
っ
て
」
、
「
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
の
殺
さ
れ
た
場
所
に
行
幸
し
て
涙
す
る
」
と
い
う
「
情
景
を
引
用
し
た
例
が
み
ら
れ
る
」

こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
南
都
本
巻
一
「
二
代
后
」
の
結
尾
の
描
写
と
二
代
后
多
子
の
和
歌
の
改
作
、
お
よ
び
、
『
平
家
物
語
』
覚

一
本
巻
五
「
月
見
」
の
今
様
の
詞
章
と
「
今
様
に
至
る
荒
廃
の
描
写
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
事
例
の
指
摘
も
論
拠
と
し
て
確
か
で
、
櫻
井

氏
の
結
論
は
動
か
な
い
。
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さ
て
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
「
日
本
長
恨
歌
」
と
、
伊
衡
女
詠
の
仮
想
の
描
写
を
対
比
す
る
と
、
伊
衡
女
詠
に
は
浅
茅
な

ど
の
生
い
繁
る
草
原
、
お
よ
び
秋
と
い
う
要
素
が
未
だ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
帝
が
亡
き
妃
を
想
い
、
墓
に
訪
れ
る
、
と
い
う
骨
格
が
完

全
に
一
致
す
る
。
特
に
、
先
行
研
究
が
本
来
の
「
長
恨
歌
」
か
ら
逸
脱
す
る
「
日
本
長
恨
歌
」
の
要
素
と
見
做
す
も
の
の
う
ち
、
伊
衡
女

詠
に
既
に
見
え
る
要
素
に
、
①
動
機
が
、
亡
き
妃
へ
の
追
慕
の
念
の
あ
ま
り
に
、
で
あ
る
こ
と
、
②
訪
れ
る
の
が
帝
自
身
で
あ
る
こ
と
、

③
訪
れ
る
先
が
墓
で
あ
る
こ
と
、
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
従
来
の
「
長
恨
歌
」
と
、
醍
醐
、
伊
衡
女
の
実
態
と
の
一
致
は
、
帝

お
よ
び
そ
の
妻
で
あ
る
こ
と
、
后
で
は
な
い
こ
と
、
二
人
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
贈
答
歌
内
部
の
仮
の
想
像
と
の
一

致
は
、
妻
の
死
、
帝
と
妻
が
互
い
を
恋
う
こ
と
、
亡
妻
の
魂
の
在
り
処
を
ど
こ
が
目
当
て
か
と
探
し
求
め
る
こ
と
、
せ
め
て
夢
で
出
逢
い

た
い
と
願
う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
５
）
お
よ
び
（
６
）
節
に
お
い
て
、
伊
衡
女
詠
が
期
待
し
て
想
像
す
る
、
帝
本
人
に
よ
る
亡
き
妃
の
墓
参
と
い
う
状
況
が
、
い
か
に
現

実
に
は
あ
り
得
な
い
特
異
な
も
の
か
を
確
認
し
た
。
心
中
に
お
い
て
す
ら
、
時
代
の
下
っ
た
『
栄
花
物
語
』
の
一
条
帝
と
定
子
の
例
が
認

め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
衡
女
詠
の
第
二
句
か
ら
結
句
に
か
け
て
言
葉
を
尽
く
し
て
具
体
的
に
設
定
さ
れ
る
こ
の
仮
想

に
は
説
明
が
つ
か
ず
、
何
ら
か
の
既
存
の
話
型
を
背
景
に
認
め
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伊
衡
女
詠
の
仮
想
と
、
「
日
本

長
恨
歌
」
と
が
こ
こ
ま
で
近
似
す
る
以
上
、
伊
衡
女
詠
の
仮
想
の
背
景
に
あ
る
話
型
こ
そ
が
、
「
日
本
長
恨
歌
」
で
あ
る
と
見
做
せ
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
う
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
「
上
」
冒
頭
に
確
認
し
た
、
伊
衡
女
詠
に
関
わ
る
複
数
の
疑
問
が
一
気
に
解
け
る
。
疑
問

と
は
、
和
歌
に
詠
ま
れ
に
く
く
な
っ
て
い
た
、
葬
る
場
所
を
示
す
「
は
か
」
を
詠
む
最
も
古
い
例
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
を
帝
に
贈
っ

た
こ
と
、
あ
ま
つ
さ
え
、
后
で
も
な
い
更
衣
と
い
う
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
帝
が
亡
く
な
っ
た
更
衣
の
行
方
を
尋
ね
る
ほ
ど
に
想
う
と
い

う
関
係
性
を
詠
み
、
帝
が
訪
れ
る
場
所
と
し
て
墓
を
仄
め
か
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
歌
が
勅
撰
集
に
入
集
す
る
と
い
う
高

評
価
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
旦
は
、
伊
衡
女
詠
に
、
「
日
本
長
恨
歌
」
の
認
め
ら
れ
る
最
初
期
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
を
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見
出
し
、
「
は
か
」
に
「
墓
」
の
意
味
を
読
む
こ
と
の
積
極
的
意
義
を
認
め
た
い
。

　

し
か
し
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
が
挙
げ
る
「
日
本
長
恨
歌
」
の
初
例
は
、
道
済
詠
な
ど
の
、
『
源
氏
物
語
』
成
立
に
ご
く

近
い
で
あ
ろ
う
時
期
の
和
歌
で
あ
り
、
道
済
詠
の
詠
作
年
次
は
、
没
年
か
ら
寛
仁
三1019

年
以
前
、
『
玄
玄
集

）
38
（

』
に
入
集
す
る
こ
と
か
ら

永
延
元

987
年
以
降
で
、
そ
れ
以
前
に
遡
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
延
長
二

924
年
以
降
同
八
年
以
前
の
詠
と
見
ら
れ
る
伊
衡
女
詠
の
仮
想
に

早
く
も
「
日
本
長
恨
歌
」
を
仮
に
認
め
る
と
す
る
と
、
先
行
研
究
の
提
示
す
る
最
古
の
例
か
ら
数
十
年
も
遡
る
例
と
な
り
、
先
行
例
は
お

ろ
か
同
時
代
の
例
も
見
出
せ
な
い
。
し
か
も
、
伊
衡
女
詠
に
は
浅
茅
な
ど
の
生
い
繁
る
草
原
、
秋
、
と
い
う
要
素
が
未
だ
見
ら
れ
ず
、
か

つ
、
伊
衡
女
詠
に
お
け
る
②
、
訪
れ
る
人
が
帝
自
身
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夢
と
い
う
条
件
が
付
与
さ
れ
る
た
め
、
従
来
の
「
長
恨

歌
」
か
ら
の
逸
脱
が
否
定
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。
以
下
、
②
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

　

②
、
訪
れ
る
人
が
帝
自
身
で
あ
る
こ
と
を
、
上
野
論

）
39
（

は
ど
の
よ
う
な
点
で
『
白
氏
文
集
』
の
「
長
恨
歌
」
か
ら
の
逸
脱
と
認
定
す
る
の

か
概
観
す
る
。
上
野
論
は
道
済
詠
の
上
三
句
「
思
ひ
か
ね
別
れ
し
人
を
来
て
み
れ
ば
」
を
、

　
　

 

例
え
ば
『
伊
勢
物
語
』
の
第
四
段
、
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
の
段
の
発
想
と
共
通
し
て
い
る
。
（
中
略
）
当
時
の
宮
廷
人
士
の
好
み
に
応
じ

た
解
釈
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
見
做
し
、

　
　
『
白
氏
文
集
』
の
『
長
恨
歌
』
を
離
れ
て
、
増
殖
し
改
変
さ
れ
て
い
く

よ
う
な
、
別
の
解
釈
の
付
与
と
認
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
野
分
の
段
に
道
済
詠
と
「
同
じ
方
向
」
を
看
取
さ
れ
、
靫

負
命
婦
に
つ
い
て
、

　
　

 『
長
恨
歌
』
の
臨

の
方
士
の
ひ
き
移
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
（
中
略
）
「
思
ひ
か
ね
」
て
貴
妃
非
業
の
地
を
訪

れ
る
玄
宗
の
面
影
が
あ
る
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と
し
て
、

　
　

 
も
し
桐
壺
帝
が
帝
王
な
ら
ざ
る
身
分
の
男
で
あ
っ
た
な
ら
、
『
伊
勢
物
語
』
四
段
の
男
の
如
く
、
『
道
済
集
』
の
「
思
ひ
か
ね
」
の
玄

宗
の
如
く
、
宮
中
を
出
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
評
す
る
。
こ
の
評
は
①
と
③
の
要
素
に
つ
い
て
も
併
せ
て
言
及
す
る
箇
所
で
は
あ
る
が
、
使
い
が
赴
く
の
か
②
の
よ
う
に
帝
本
人
か
と

い
う
区
別
に
関
し
て
端
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
引
用
し
た
。

　

こ
の
区
別
は
、
現
実
の
世
界
に
お
い
て
は
、
た
し
か
に
異
な
る
。
た
だ
し
、
心
の
世
界
に
お
い
て
は
、
無
効
化
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
「
長
恨
歌
」
の
玄
宗
は
亡
魂
探
訪
に
あ
た
り
方
士
を
遣
わ
す
が
、
方
士
と
は
、
い
わ
ば
一
種
の
勅
使
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
。

勅
使
が
勅
使
門
を
通
行
す
る
こ
と
を
は
じ
め
特
別
の
待
遇
を
受
け
る
の
は
、
勅
使
個
人
に
起
因
す
る
こ
と
で
は
な
く
帝
の
名
代
だ
か
ら
で

あ
り
、
勅
使
の
読
み
上
げ
る
宣
命
は
帝
自
身
の
意
向
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
感
覚
は
、
方
士
が
勅
使
よ
り
も
私
的
な
使
い
で
あ
っ
て

も
同
じ
で
、
例
え
ば
、
伊
衡
女
詠
よ
り
も
時
代
の
下
る
詠
で
あ
る
が
「
長
恨
歌
」
の
句
題
で
和
歌
を
詠
ん
だ
『
大
弐
高
遠
集
』
の
、

　
　
　
　

昇
天
入
地
求
之
遍

　
　

お
も
ひ
や
る
こ
こ
ろ
ば
か
り
は
た
ぐ
へ
し
を
い
か
に
た
ぐ
へ
む
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
を
（
二
六
〇
）

か
ら
は
、
玄
宗
が
方
士
に
玄
宗
自
身
の
心
を
連
れ
立
た
せ
た
、
と
の
当
時
の
理
解
が
読
み
取
れ
る
。
高
遠
詠
に
お
い
て
、
天
に
昇
り
地
に

入
り
て
貴
妃
を
求
め
て
い
る
の
が
帝
本
人
で
も
あ
る
こ
と
は
、
詠
作
主
体
が
帝
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
区

別
が
無
効
化
さ
れ
る
の
は
、
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
玄
宗
が
求
め
る
の
は
、
亡
く
な
っ
て
い
る
以
上
は
貴
妃
の
実
体
で
は
あ

り
得
ず
、
夢
に
現
れ
る
魂
魄
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
長
恨
歌
」
で
も
「
魂
魄
不
二

曾
来
入
一レ

夢
）
40
（

」
、
陳
鴻
の
「
長
恨
歌
伝
」
に
も
「
求
ル　

　

二

夢
魂
一
、

杳
ト
シ
テ

不
レ

能
レ

得
）
41
（

。
」
と
あ
る
。
本
来
の
「
長
恨
歌
」
か
ら
し
て
、
夢
、
或
い
は
、
魂
の
次
元
を
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
衡
女
詠

と
醍
醐
帝
の
贈
答

）
42
（

の
よ
う
に
「
夢
」
の
次
元
で
語
る
な
ら
ば
、
②
の
よ
う
に
帝
本
人
を
主
体
と
見
做
し
て
も
、
方
士
を
招
く
「
長
恨
歌
」
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か
ら
本
質
的
に
離
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
夢
に
お
い
て
は
、
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
「
と
ふ
」
帝
は
、
高
遠
詠
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
思
ひ
遣

る
心
」
で
あ
り
、
魂
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
理
解
を
伊
衡
女
詠
の
解
釈
に
導
入
す
れ
ば
、
「
上
」
一
章
に
お
い
て
確
認
し
た
『
後
撰

集
新
抄
』
の
「
仮
に
も
」
と
い
う
解
釈
は
退
け
る
こ
と
が
で
き
、
現
代
注
が
一
致
し
て
採
用
す
る
「
夢
」
そ
の
ま
ま
で
理
解
す
る
解
釈
が

正
し
い
と
判
断
で
き
る
。

　

以
上
、
伊
衡
女
詠
が
、
「
日
本
長
恨
歌
」
と
の
共
通
点
か
と
思
わ
れ
た
②
亡
魂
探
訪
の
主
体
に
関
し
て
、
必
ず
し
も
従
来
の
「
長
恨
歌
」

を
逸
脱
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
ま
で
を
本
節
（
７
）
の
検
討
範
囲
と
し
、
伊
衡
女
詠
に
は
、
従
来
の
「
長
恨
歌
」
と
の
共
通
点

の
多
さ
か
ら
、
そ
の
摂
取
を
認
め
た
い
。
「
長
恨
歌
」
摂
取
の
認
定
な
く
し
て
、
帝
に
よ
る
亡
魂
探
訪
の
話
型
や
墓
を
詠
む
意
義
の
説
明
が

つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

な
お
、
結
論
を
急
げ
ば
、
私
見
で
は
、
伊
衡
女
詠
は
「
長
恨
歌
」
摂
取
の
ご
く
早
い
時
期
の
歌
で
あ
り
、
か
つ
、
後
の
「
日
本
長
恨
歌
」

の
形
成
に
寄
与
し
た
一
首
で
は
あ
る
が
、
「
日
本
長
恨
歌
」
の
最
初
期
の
作
品
と
は
見
做
せ
な
い
、
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
近
年
の

「
長
恨
歌
」
研
究
の
成
果
を
導
入
す
る
と
、
残
る
二
点
、
①
動
機
が
、
亡
き
妃
へ
の
追
慕
の
念
の
あ
ま
り
に
で
あ
る
こ
と
、
③
訪
れ
る
先
が

墓
で
あ
る
こ
と
に
も
、
従
来
の
「
長
恨
歌
」
か
ら
の
逸
脱
を
認
め
に
く
く
な
る
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
８
）
節
以
下

に
検
討
す
る
。

　
（
８
）
魂
魄
を
探
す
「
上
窮
碧
落
下
黄
泉
」
は
墓
域
の
可
能
性

　
（
８
）
節
で
は
、
「
日
本
長
恨
歌
」
の
特
徴
と
さ
れ
て
き
た
③
訪
問
先
に
つ
い
て
の
解
釈
を
塗
り
替
え
る
新
し
い
研
究
成
果
と
し
て
、
黒

田
彰
氏
の
「
長
恨
歌
の
上
窮
碧
落
下
黄
泉
と
買
地
券

）
43
（

」
（
以
下
、
黒
田
論
）
を
紹
介
し
、
伊
衡
女
詠
に
導
入
で
き
る
可
能
性
を
検
討
す
る
。

　

黒
田
論
は
、「
長
恨
歌
」
後
半
の
魂
魄
探
索
が
、
楊
貴
妃
の
墓
域
を
訪
ね
る
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
た
と
解
明
し
た
。
つ
ま
り
、
黒
田
論
は
、
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（
７
）
節
に
確
認
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
「
日
本
長
恨
歌
」
と
見
做
さ
れ
て
来

た
「
墓
」
を
訪
れ
る
玄
宗
像
を
、
実
は
「
長
恨
歌
」
か
ら
の
逸
脱
で
な
く
、
む

し
ろ
白
居
易
の
創
作
意
図
の
正
し
い
理
解
か
ら
生
じ
た
も
の
と
読
み
改
め
得
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
黒
田
論
以
前
に
は
、亡
魂
探
訪
の
目
的
地
と
し
て
「
墓
」

を
「
長
恨
歌
」
に
見
出
す
説
が
無
く
、
特
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、
黒
田
論
の

解
釈
を
伊
衡
女
詠
に
導
入
で
き
る
と
す
る
と
、
伊
衡
女
詠
の
想
像
は
①
動
機
以

外
す
べ
て
、
白
居
易
の
創
作
当
初
の
「
長
恨
歌
」
理
解
に
沿
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
下
、
黒
田
論
の
根
拠
と
主
張
を
押
さ
え
る
。
黒
田
論
の
根
拠
は
、「
長
恨
歌
」

の
方
士
が
最
初
に
探
索
し
た
範
囲
を
示
す
、
81
句
「
上
窮
二

碧
落
一

下
黄
泉
」
が
、

「
買
地
券

）
44
（

に
お
け
る
」
、
「
天
の
果
て
、
地
の
果
て
を
言
う
」
「
墓
域
を
め
ぐ
る
常

套
句
」
で
あ
る
こ
と
、
82
句
の
「
茫
茫
」
の
語
も
、
買
地
券
に
「
「
地
下
芒
芒
」

と
見
え
て
お
り
、
後
漢
に
遡
る
淵
源
を
窺
わ
せ
る
こ
と

）
45
（

」
で
あ
る
。
「
長
恨
歌
」

は
こ
の
句
を
「
取
り
込
」
む
こ
と
で
、
「
亡
き
楊
貴
妃
の
魂
魄
の
捜
索
を
、
方
士

が
ま
ず
そ
の
墓
か
ら
始
め
た
こ
と
を
述
べ
」
た
、
と
示
さ
れ
た
。
買
地
券
を
悉

皆
調
査
の
上
、
実
に
三
十
三
例
も
の
同
様
の
文
言
を
指
摘
す
る
そ
の
論
拠
は
確

固
た
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
も
尊
重
し
た
い
。

　

黒
田
論
は
、
買
地
券
の
文
言
を
契
機
に
、
そ
の
背
景
に
あ
る
古
代
墓
葬
の
概

念
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
、
「
長
恨
歌
」
の
方
士
に
よ
る
、
段
階
を
経
た
楊
貴
妃
の

地
府

土主
魄

朱雀
宅

（玄室）
（海） （海）

（
東
）

仙
界

（
参
考
）
墓
域
の
概
念
図
（
方
士
）玄武

冢

青龍白虎

地

人

天

墓域

天子

天帝
天
録

人
籍

鬼
簿 黄

泉

（
方
士
）

「
従
天
買
地
、
従
地
買
宅
」（
三
三
八
年
）

碧
落

魂

「
天
圜
地
方
」（
呂
覧
）
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魂
魄
捜
索
範
囲
を
図
示
さ
れ
た
（
墓
域
の
概
念
図
（
方
士

）
46
（

）
）
。
四
方
を
四
神
に
囲
ま
れ
、
上
は
碧
落
、
下
は
黄
泉
に
至
る
二
重
傍
線
で
方

士
の
行
き
来
す
る
範
囲
が
、
人
界
の
「
墓
域
」
の
概
念
で
あ
る
（
「
長
恨
歌
」
80
句
）
。
波
線
で
方
士
が
行
き
来
す
る
範
囲
は
、
当
人
の
墓

域
の
外

）
47
（

で
あ
る
（
81
句
）
。
こ
こ
ま
で
が
人
界
で
あ
り
、
人
界
に
楊
貴
妃
の
魂
が
な
い
こ
と
は
、
そ
の
在
り
処
が
仙
界
で
し
か
な
い
こ
と
を

暗
示
す
る
（
82
句
）
。
以
上
が
、
従
来
の
「
長
恨
歌
」
解
釈
に
無
く
、
黒
田
論
が
解
明
し
た
内
容
で
あ
る
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
黒
田
氏

が
創
作
当
時
の
白
居
易
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
訳
さ
れ
た
、
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
「
長
恨
歌
伝
」
の
新
訳
も
引
用
し
よ
う
。

　
　

 

80
―
81
句
に
、
墓
域
の
概
念
を
反
映
さ
せ
て
、
そ
れ
ら
三
句
の
新
た
な
解
釈
を
例
え
ば
口
語
訳
の
形
で
示
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　

 

80
（
方
士
は
、
ま
ず
楊
貴
妃
の
墓
へ
行
く
と
）
墓
域
の
天
へ
昇
り
地
中
へ
も
降
っ
て
、
そ
の
魂
魄
の
在
処
を
、
四
方
上
下
に
隈

な
く
捜
し
求
め
た
。

　
　
　
　

81
上
は
天
の
果
て
、
下
は
黄
泉
の
底
に
ま
で
、
そ
の
捜
査
範
囲
は
及
ん
だ
け
れ
ど
も
、

　
　
　
　

82
そ
こ
に
は
共
に
、
た
だ
ぼ
う
っ
と
し
た
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
何
も
の
こ
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
　

と
い
う
風
に
な
ろ
う
か
。
さ
ら
に
伝
（
外
伝
）
を
試
訳
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　

 （
方
士
は
、
ま
ず
楊
貴
妃
の
墓
へ
行
く
と
）
墓
域
を
駆
け
昇
っ
て
天
界
へ
と
出
、
同
様
に
地
底
へ
降
っ
て
冥
府
で
調
べ
、
そ
の
魂

魄
の
在
処
を
捜
し
て
み
た
が
、
や
は
り
見
付
か
ら
な
い
。
次
い
で
、
今
度
は
墓
域
以
外
の
四
方
と
上
下
の
空
間
へ
そ
の
捜
査
範

囲
を
広
げ
て
み
た
が
（
な
お
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
）
。

　
　

な
ど
と
な
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
同
じ
内
容
を
た
だ
二
度
繰
り
返
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
従
来
理
解
さ
れ
て
来
た
「
長
恨
歌
」
80
―
81
句
は
、
黒
田
論
に
よ
る
と

繰
り
返
し
で
は
な
く
、
方
士
が
ま
ず
墓
域
を
、
次
い
で
墓
域
外
を
と
、
人
界
を
す
べ
て
探
し
尽
く
し
た
こ
と
を
示
す
描
写
と
な
り
、
蓬
莱

に
赴
く
伏
線
と
な
る
。
こ
の
新
解
釈
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、
本
来
楊
貴
妃
の
魂
魄
が
あ
る
は
ず
、
と
最
初
に
想
定
さ
れ
た
場
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所
が
墓
域
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
の
魂
魄
観

）
48
（

に
も
合
致
す
る
穏
当
な
理
解
と
考
え
る
。

　

黒
田
論
は
、
あ
く
ま
で
も
創
作
当
初
の
「
長
恨
歌
」
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
論
で
あ
る
。
ま
た
、
管
見
に
入
る
限
り
、
こ
の
解
釈
が

日
本
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
の
報
告
は
未
だ
無
い
。
よ
っ
て
、
黒
田
論
の
み
に
よ
っ
て
直
ち
に
、
醍
醐
朝
の
「
長
恨
歌
」

読
解
の
様
相
を
明
ら
か
に
は
出
来
な
い
。
た
だ
し
、
黒
田
氏
は
墓
域
の
概
念
を
提
示
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
「
長
恨
歌
」
や
中
国
に
留
ま
ら

ず
、
古
代
の
朝
鮮
、
日
本
の
人
々
も
こ
れ
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
「
長
恨
歌
」
を
踏
ま
え
る
『
源
氏
物
語
』
の
「
尋
ね
行

く
幻
も
が
な
伝
に
て
も
魂
の
在
処
を
そ
こ
と
知
る
べ
く
」
（
桐
壺
巻
、
桐
壺
帝
）
、「
大
空
を
通
ふ
幻
夢
に
だ
に
見
え
来
ぬ
魂
の
行
方
尋
ね
よ
」

（
幻
巻
、
源
氏
）
に
お
い
て
、
「
幻
」
が
「
何
処
へ
魂
を
捜
し
に
行
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
に
も
同
時
に
答
え
る
図
で
あ
る
こ
と
に
言
及

さ
れ
た
。
古
代
の
日
本
で
も
共
有
さ
れ
る
概
念
で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
原
田
正
巳
氏
「
民
俗
資
料
と
し
て
の
墓
券

―

上
代
中
国
人
の
死
霊
観
の
一
面

―
」
ほ
か

）
49
（

を
援
用
さ
れ
、
買
地
券
の
思
想
と
対
応
す
る
遊
魂
、
招
魂
の
思
想
の
日
本
へ
の
伝
来
に
注
意

を
促
さ
れ
た
。
た
し
か
に
、
原
田
氏
の
論
考
に
も
言
及
さ
れ
る
事
例
、
万
寿
二1025

年
八
月
五
日
に
薨
じ
た
尚
侍
藤
原
嬉
子
に
試
み
ら
れ

た
招
魂

）
50
（

は
、
伊
衡
女
詠
の
想
定
作
歌
年
次
か
ら
約
百
年
下
っ
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
『
小
右
記
』
に
「
近
代
不
聞
事

）
51
（

」
と
し
て
記
さ
れ

る
通
り
、
忘
れ
去
ら
れ
る
ほ
ど
に
は
遡
ら
な
い
時
代
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
、
や
や
古
い
儀
礼
で
あ
っ
た
こ
と
に
本
稿
も
注
目
し
た
い
。

　

併
せ
て
、（
４
）
節
に
確
認
し
た
、
醍
醐
朝
に
故
人
を
訪
う
場
所
が
墓
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
そ
う
。（
４
）
節
の
検
討
も
踏
ま
え

れ
ば
、「
長
恨
歌
」
の
後
半
を
読
ん
だ
醍
醐
朝
の
人
々
も
、
方
士
が
楊
貴
妃
の
霊
魂
を
最
初
に
探
索
す
る
に
相
応
し
い
場
所
と
し
て
、
葬
処
、

墓
を
想
起
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
例
え
ば
火
葬
さ
れ
た
故
人
の
魂
の
行
方
に
思
い
を
致
す
表
現
に
お
い
て
は
、
貴
所
・
墓
所

一
地
点
に
留
ま
ら
な
い
広
が
り
が
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
荼
毘
に
付
さ
れ
た
貴
所
・
墓
所
が
松
を
植
え
て
意
識
さ
れ

る
一
方
、
和
歌
に
は
空
に
た
な
び
い
て
い
く
煙
や
天
に
あ
る
雲
の
よ
う
な
、
座
標
を
定
め
得
な
い
形
で
詠
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、

納
骨
さ
れ
る
墓
所
に
つ
い
て
も
、
故
人
と
交
感
す
る
場
合
に
は
、
墓
と
い
う
一
地
点
に
留
ま
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
広
く
天
地
に
及
ぶ
墓
域
が
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意
識
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
伊
衡
女
詠
よ
り
時
代
の
下
る
例
に
は
な
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
で
、
亡
き
父
桐
壺
院
の
顕

現
に
は
、
光
源
氏
が
御
陵
に
草
を
分
け
入
っ
て

）
52
（

「
か
へ
り
い
で
ん
か
た
も
な
き
心
し
て
お
が

）
53
（

」
む
過
程
が
伴
う
か
ら
で
あ
る
。
前
後
を
新

日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
以
下
、
新
大
系
と
略
称
す
る
）
に
拠
っ
て
示
す
と
、

　
　

 

御
墓
は
道
の
草
し
げ
く
な
り
て
、
分
け
入
り
給
ほ
ど
い
と
ゞ
露
け
き
に
、
月
も
隠
れ
て
、
森
の
木
立
深
く
心
す
ご
し
。
帰
り
出
で
ん

方
も
な
き
心
〔
ち
〕
し
て
拝
み
給
に
、
あ
り
し
御
を
も
か
げ
さ
や
か
に
見
え
給
へ
る
、
そ
ゞ
ろ
寒
き
ほ
ど
な
り

）
54
（

。

と
な
る
。
「
帰
り
出
で
ん
方
も
な
き
」
に
つ
い
て
は
、
玉
上
琢
彌
氏
の
「
こ
こ
を
去
っ
て
憂
き
世
に
戻
れ
ば
、
憂
き
世
に
も
住
み
え
ず
し
て

遠
く
須
磨
に
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
暗
い
月
、
し
げ
る
草
、
ふ
た
た
び
分
け
て
こ
の
山
を
出
る
方
途
の
な
い
気
持
が
す
る

）
55
（

。
」
と
の
評
釈
や
、

新
大
系
の
「
帰
ろ
う
と
す
る
方
角
（
道
）
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
て
」
と
の
注
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
よ
る
、
現
実

に
即
し
た
解
釈
は
、
惑
っ
て
墓
参
す
る
合
理
的
な
理
由
を
複
数
用
意
し
た
作
者
の
意
図
を
正
し
く
受
け
取
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
、

い
わ
ば
表
の
解
釈
を
認
め
た
上
で
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
精
神
状
況
と
故
人
の
霊
と
の
交
感
を
組
合
せ
て
描
く
の
か
を
読
み
解
こ
う
と
し
て

お
り
、
そ
れ
は
、
現
世
の
物
理
的
な
位
置
関
係
を
超
越
し
た
感
覚
を
得
て
こ
そ
、
故
人
と
逢
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
文
学
的
表
現

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
陵
墓
参
拝
描
写
か
ら
の
影
響
を
早
く
に
指
摘
さ
れ
る

）
56
（

、
『
栄
花
物
語
』
「
浦
々
の
別
れ
」
の
伊
周

に
よ
る
墓
参
も
ま
た
、
亡
き
父
道
隆
に
心
情
を
訴
え
る
に
あ
た
り
、
伊
周
が
尋
ね
て
た
ど
り
着
く
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
に
描
く

）
57
（

。
こ
れ
が
、

隣
接
諸
学
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
墓
の
場
所
は
不
明
で
「
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り
、
詣
る
よ
う
な
事
は
し
な
か
っ
た

）
58
（

」
と
長
く

誤
認
さ
れ
た
際
の
論
拠
で
あ
っ
た
こ
と
は
（
４
）
節
に
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
光
源
氏
の
陵
墓
参
拝
、
伊
周
の
墓
参
双
方
と
も
、
た
ど
り

着
け
る
か
ら
に
は
地
点
も
不
明
に
な
っ
て
は
い
な
い
は
ず
の
墓
を
、
惑
う
よ
う
に
訪
れ
る
描
写
を
有
し
、
そ
れ
が
故
人
と
の
交
流
を
図
る

描
写
の
前
に
置
か
れ
る
理
由
に
は
、
当
時
の
墓
域
観
、
魂
魄
観
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

　

つ
ま
り
、
墓
域
観
の
概
念
を
導
入
し
、
魂
の
次
元
で
捉
え
る
葬
処
・
墓
と
は
、
現
代
人
の
目
が
捉
え
る
物
質
的
な
「
墓
」
を
超
え
た
、
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上
は
碧
落
、
下
は
黄
泉
と
い
う
広
い
範
囲
を
含
む
場
所
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
代
人
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
物
質
的
な
「
墓
」
の

地
点
を
訪
ね
る
に
あ
た
っ
て
、
伊
衡
女
詠
の
歌
句
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
を
は
じ
め
と
す
る
文
学
作
品
は
、
正
確
に
場
所
を
感
知
し
得
な

い
遥
か
な
広
が
り
の
中
の
捉
え
よ
う
の
な
い
何
処
か
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
、
迷
い
尋
ね
な
が
ら
た
ど
り
着
く
よ
う
に
描
く
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
通
常
な
ら
ば
魂
魄
は
墓
域
に
安
ら
う
の
で
、
光
源
氏
や
伊
周
の
よ
う
に
墓
を
訪
え
ば
亡
き
父
の
魂
に
思
い
を
訴
え
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
「
長
恨
歌
」
に
あ
っ
て
は
墓
に
魂
は
存
在
せ
ず
、
仙
界
を
は
じ
め
と
す
る
別
の
世
界
に
居
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
墓
に

至
っ
て
な
お
、
亡
魂
の
在
り
処
を
求
め
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
文
学
的
営
為
と
世
界
観
を
理
解
す
る
上
で
、
黒
田
論
の
墓
域
の
概
念
図
は

日
本
文
学
の
解
釈
に
大
い
に
有
用
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
理
解
は
、
亡
魂
探
訪
の
話
型
の
先
行
研
究
と
し
て
「
上
」
の
「
は
じ
め
に
」
に
引
用
し
た
、
吉
野
瑞
恵
氏
「
朧
月
夜
物
語

の
深
層
」
が
提
示
す
る
、
「
墓
を
探
し
て
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
死
者
が
残
さ
れ
た
者
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
異
常
な
死
に
方

を
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

）
59
（

」
と
の
仮
説
と
対
立
す
る
。
伊
衡
女
が
仮
に
死
ぬ
と
す
れ
ば
里
邸
で
あ
ろ
う
し
、
新
し
い
墓
の
場
所
が

不
明
に
な
る
と
も
考
え
に
く
い
。
少
な
く
と
も
伊
衡
女
詠
に
関
し
て
吉
野
氏
の
説
は
成
り
立
た
ず
、
黒
田
論
の
「
長
恨
歌
」
解
釈
が
そ
ぐ

う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
こ
こ
で
試
み
に
、
方
士
の
最
初
の
行
動
が
墓
域
の
探
索
で
あ
っ
た
と
見
做
す
黒
田
論
の
「
長
恨
歌
」
解
釈
を
、
醍
醐
朝
に
も
受

け
継
が
れ
た
と
仮
定
し
、
伊
衡
女
詠
の
歌
句
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
に
導
入
す
れ
ば
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
伊
衡
女
詠
が
掛
詞
を
用

い
て
「
墓
」
の
要
素
を
詠
み
込
み
、
夢
の
中
の
帝
が
、
ど
こ
が
目
当
て
か
と
亡
魂
の
在
り
処
を
尋
ね
、
墓
を
訪
れ
る
、
と
い
う
二
重
の
文

脈
を
獲
得
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
「
長
恨
歌
」
と
齟
齬
を
来
た
さ
な
い
ば
か
り
か
、
ま
さ
に
「
長
恨
歌
」
の
玄
宗
の
姿
を
十
全
に
取
り
込

ん
だ
こ
と
に
な
る
ま
い
か
。

　

そ
の
蓋
然
性
を
論
ず
る
に
は
、
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
の
歌
句
を
持
つ
平
安
時
代
の
和
歌
群
、
お
よ
び
『
源
氏
物
語
』
花
宴
巻
の
朧
月
夜
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詠
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
「
長
恨
歌
」
の
亡
魂
探
訪
と
、
天
地
へ
の
遥
か
な
広
が
り
を
伴
う
葬
処
・
墓
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
本
稿
は
検
討
し
残
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
、
伊
衡
女
詠
の
歌
句
「
い
づ
こ
を
は
か

と
」
訪
う
こ
と
の
二
重
の
文
脈
が
、
黒
田
論
の
提
示
し
た
「
長
恨
歌
」
解
釈
に
よ
っ
て
こ
そ
明
確
に
な
る
こ
と
を
呈
示
す
る
に
留
ま
る
。

帝
に
よ
る
墓
へ
の
亡
魂
探
訪
と
い
う
話
型
の
嚆
矢
が
伊
衡
女
詠
で
、
加
え
て
、
見
通
し
と
し
て
は
、
時
代
が
下
っ
て
も
「
長
恨
歌
」
享
受

に
お
い
て
の
み
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
伊
衡
女
詠
を
以
っ
て
、
白
居
易
の
意
図
に
正
し
く
沿
う
「
長
恨
歌
」
の
黒
田
論
の
解
釈
が
醍

醐
朝
に
も
行
わ
れ
て
い
た
証
左
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
伊
衡
女
詠
以
前
に
遡
れ
な
い
た
め
、
今
後
、
時
代
の
下
る
例
を
悉
く
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

以
上
、（
８
）
節
に
お
い
て
黒
田
論
を
紹
介
し
つ
つ
主
張
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
黒
田
論
は
「
長
恨
歌
」
の
魂
魄
探
索
が
ま
ず
墓
域
か

ら
始
ま
る
と
い
う
白
居
易
の
意
図
を
提
示
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
衡
女
や
醍
醐
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
時
代
初
期

）
60
（

、
言
い
換
え
れ
ば
『
源

氏
物
語
』
の
世
に
出
る
前
の
日
本
の
「
長
恨
歌
」
享
受
者
に
も
受
容
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
伊
衡
女
詠
の
歌
句
「
い

づ
こ
を
は
か
と
」
「
と
ふ
」
こ
と
が
持
ち
得
る
二
重
の
文
脈
は
、
「
長
恨
歌
」
亡
魂
探
訪
を
存
分
に
表
現
す
る
上
で
招
請
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
黒
田
論
の
「
長
恨
歌
」
の
解
釈
を
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、（
８
）
節
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
伊
衡
女
詠
を
見
る
限
り
日
本
に

お
け
る
長
恨
歌
受
容
は
「
墓
」
「
墓
参
」
と
か
な
り
早
い
段
階
で
結
び
つ
い
て
お
り
、
亡
き
人
の
霊
魂
の
在
り
処
を
考
え
る
上
で
は
「
墓
域
」

と
い
う
概
念
が
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
（
９
）「
日
本
独
自
」
の
長
恨
歌
受
容
「
思
ひ
か
ね
」

　
（
９
）
節
で
は
、
「
日
本
長
恨
歌
」
の
特
徴
と
さ
れ
る
①
動
機
「
思
ひ
か
ね
」
に
つ
い
て
、
陳

氏
「
日
蔵
旧
抄
本
《
長
恨
歌
序
》
真
偽

考
―
兼
論
《
長
恨
歌
》
主
題
及
其
文
本
伝
変

）
61
（

」
（
以
下
、
陳
論
と
略
称
）
を
伊
衡
女
詠
に
導
入
す
る
と
、
白
居
易
の
意
図
を
逸
脱
し
な
い
こ
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と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
伊
衡
女
詠
と
「
日
本
長
恨
歌
」
の
関
係
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
る
。

　

最
初
に
、
①
動
機
に
つ
い
て
、
上
野
論
が
な
ぜ
『
白
氏
文
集
』
の
「
長
恨
歌
」
を
逸
脱
す
る
と
見
做
し
て
き
た
か
を
確
認
し
よ
う
。
上

野
論
の
根
拠
は
、
道
済
詠
、

　
　

思
ひ
か
ね
別
れ
し
人
を
来
て
見
れ
ば
浅
茅
が
原
に
秋
風
ぞ
吹
く

の
初
句
「
思
ひ
か
ね
」
が
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
巻
野
分
の
段
に
見
え
る
解
釈
と
共
通
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

　
　

 

玄
宗
が
踵
を
返
し
て
楊
貴
妃
最
期
の
地
、
馬
嵬
を
訪
う
の
は
（
中
略
）
決
し
て
「
思
ひ
か
ね
」
た
結
果
で
は
な
い
。
（
中
略
）
『
長
恨

歌
』
の
語
る
の
に
従
え
ば
、
そ
れ
は
「
天
旋
日
転
廻
二

龍
馭
一

」
と
あ
る
如
く
だ
し
、
『
長
恨
歌
伝
』
に
よ
れ
ば
「
明
年
、
大
兇
帰
レ

元
。

大
駕
還
レ

都
」
と
あ
る
よ
う
に
、
情
勢
の
好
転
に
よ
る
還
御
の
結
果
、
往
路
で
の
不
幸
の
地
を
ふ
た
た
び
通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
に

過
ぎ
な
い
。
他
の
中
国
側
の
資
料
に
も
、
こ
の
歌
の
よ
う
な
捉
え
方
を
す
る
も
の
は
見
出
せ
な
い

）
62
（

こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
「
長
恨
歌
」
に
お
い
て
馬
嵬
は
目
的
地
で
な
く
、
帰
路
で
の
通
過
点
に
す
ぎ
ず
、
敢
え
て
の
再
訪
は
そ
も
そ
も
無

か
っ
た
と
い
う
前
提
に
お
い
て
、
道
済
詠
の
①
動
機
「
思
ひ
か
ね
」
は
日
本
独
自
の
も
の
と
見
做
さ
れ
た
。
た
し
か
に
、
道
済
詠
に
関
し

て
は
句
題
が
「
不
見
玉
顔
」
で
あ
る
以
上
、
「
天
旋
日
転
廻
龍
馭　

到
此
躊
躇
不
能
去　

馬
嵬
坡
下
泥
土
中　

不
見
玉
顔
空
死
処　

君
臣
相

顧
尽
霑
衣　

東
望
都
門
信
馬
帰
」
と
い
う
前
後
の
文
脈
か
ら
、
上
野
論
の
理
解
は
首
肯
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
「
思
ひ
か
ね
」
と
い
う
動
機
の
設
定
は
、
「
長
恨
歌
序
」
の
、

　
　

 

長
恨
者
、
楊
貴
妃
也
。
既
瘞
於
馬
嵬
。
玄
宗
却
復
宮
闕
、
思
悼
之
至
、
令
方
士
求
致
其
魂
魄
、
昇
天
入
地
、
求
之
不
得

）
63
（

。
（
長
恨
は
、

楊
貴
妃
な
り
。
既
に
馬
嵬
に
瘞
め
ら
れ
、
玄
宗
宮
闕
に
却
復
せ
る
に
、
思
悼
の
至
り
、
方
士
を
し
て
其
の
魂
魄
を
求
め
致
さ
し
む
。

天
に
昇
り
地
に
入
り
て
、
之
を
求
む
る
も
得
ず
。
）

と
い
う
冒
頭
部
の
「
思
悼
之
至
」
と
合
致
す
る
。
こ
れ
は
、
偶
然
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
長
恨
歌
序
」
（
以
下
、
「
序
」
と
略
称
す
る
）
が
白
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居
易
本
人
の
作
か
、
あ
る
い
は
後
世
の
、
特
に
日
本
に
お
け
る
作
か
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
議
論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
陳
論
が
、

日
本
の
旧
鈔
本
諸
本
の
調
査
結
果
か
ら
白
居
易
本
人
の
作
と
認
定
さ
れ
た
。
仮
に
陳
論
を
認
め
る
な
ら
ば
、
「
長
恨
歌
」
を
享
受
す
る
際
に

共
に
読
ま
れ
る
「
序
」
も
ま
た
白
居
易
の
意
図
を
反
映
し
た
も
の
で
、
「
長
恨
歌
」
を
逸
脱
し
な
い
と
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
瘞
と
は

「
う
づ
む

）
64
（

」
で
あ
る
。
馬
嵬
へ
の
埋
葬
、
玄
宗
の
帰
京
に
続
い
て
「
思
悼
之
至
」
、
す
な
わ
ち
「
思
ひ
か
ね
」
て
、
亡
魂
探
訪
さ
せ
た
、
と

い
う
順
に
展
開
す
る
。
「
序
」
に
お
い
て
「
思
悼
之
至
」
は
亡
魂
探
訪
の
動
機
で
あ
る
か
ら
、
伊
衡
女
詠
に
矛
盾
な
く
導
入
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
伊
衡
女
詠
、

　
　

け
ふ
す
ぎ
ば
し
な
ま
し
物
を
夢
に
て
も
い
づ
こ
を
は
か
と
君
が
と
は
ま
し

に
お
い
て
、
帝
が
亡
魂
探
訪
す
る
動
機
は
重
要
で
あ
る
。
文
字
と
し
て
は
ど
こ
に
も
明
示
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
動
機
が
「
思
悼
の
至
り
」

と
想
定
さ
れ
る
こ
と
無
し
に
は
、
伊
衡
女
詠
が
死
す
ら
厭
わ
ず
求
め
た
、
詠
作
の
根
本
を
形
成
す
る
帝
か
ら
の
想
い
が
消
え
る
か
ら
で
あ

る
。
以
上
、
伊
衡
女
詠
に
お
け
る
動
機
は
「
序
」
の
反
映
で
あ
り
、
白
居
易
の
意
図
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
そ

れ
だ
け
に
、
動
機
の
方
向
性
を
共
有
す
る
道
済
詠
が
「
長
恨
歌
」
を
逸
脱
す
る
こ
と
と
の
差
異
が
際
立
っ
た
。

　
（
９
）
節
ま
で
に
つ
い
て
、
伊
衡
女
詠
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
「
日
本
長
恨
歌
」
と
見
ら
れ
て
き
た
①
か
ら
③
の
要
素
は
、
実
は
日
本
独
自

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
日
中
古
代
の
普
遍
的
な
魂
魄
観
に
基
づ
い
た
、
「
長
恨
歌
」
お
よ
び
白
居
易
の
意
図
へ
の
深
い
理
解
に
基
づ
い
て
い

た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
黒
田
論
の
「
長
恨
歌
」
の
解
釈
を
伊
衡
女
詠
に
お
い
て
も
積
極
的
に
認
め
る
な
ら
、
伊
衡
女
詠
を
、
「
日
本

長
恨
歌
」
の
一
作
品
に
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
黒
田
論
の
「
長
恨
歌
」
解
釈
を
認
め
な
い
場
合
に
は
、
伊
衡
女
詠
に
は
「
日
本
長
恨
歌
」
の
話
型
を
認
め
ざ
る
を
得

な
い
。
特
に
、
伊
衡
女
詠
「
は
か
」
が
葬
る
処
と
し
て
の
墓
を
掛
詞
と
し
て
持
つ
こ
と
は
、
亡
魂
探
訪
が
墓
に
始
ま
る
と
す
る
黒
田
論
の

存
在
に
よ
っ
て
の
み
、
亡
魂
探
訪
と
の
齟
齬
を
来
た
さ
ず
に
済
む
。
だ
か
ら
こ
そ
本
稿
は
、
黒
田
論
の
提
示
し
た
「
長
恨
歌
」
の
当
初
の
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意
図
が
少
な
く
と
も
伊
衡
女
詠
ま
で
は
受
け
継
が
れ
、
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
の
歌
句
と
し
て
結
実
し
た
と
推
定
し
た
い
の
だ
が
、
逆
に
言

え
ば
、
黒
田
論
の
解
釈
を
用
い
な
い
場
合
、
伊
衡
女
詠
は
墓
の
在
る
馬
嵬
へ
の
敢
え
て
の
再
訪
の
よ
う
に
も
見
え
て
し
ま
う
。
「
長
恨
歌
」

と
照
合
す
れ
ば
、
帰
路
の
馬
嵬
通
過
時
の
こ
と
だ
と
誤
認
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
例
え
ば
、
時
と
と
も
に
当
初
の
意
図
が
忘
れ
ら
れ
、

後
世
の
読
者
の
中
に
は
伊
衡
女
詠
を
誤
読
す
る
者
が
出
て
来
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
伊
衡
女
詠
が
「
日
本
長
恨

歌
」
の
①
か
ら
③
と
共
通
す
る
要
素
を
持
つ
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
黒
田
論
の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
（
７
）
か
ら
（
９
）

節
の
よ
う
な
考
察
を
経
な
い
場
合
に
は
、
伊
衡
女
詠
も
ま
た
、
極
め
て
日
本
ら
し
い
逸
脱
を
持
つ
和
歌
と
読
ま
れ
得
る
。
「
日
本
長
恨
歌
」

の
話
型
が
突
如
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
訳
で
は
な
か
ろ
う
か
ら
、
そ
の
素
地
を
提
供
し
た
作
品
の
一
つ
が
、
伊
衡
女
詠
で
あ
っ
た
可
能
性

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
日
本
長
恨
歌
」
の
胚
胎
を
伊
衡
女
詠
に
認
め
る
こ
と
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
例
え
ば
今
後
、

伊
衡
女
詠
を
踏
ま
え
た
和
歌
が
、
伊
衡
女
詠
に
は
無
か
っ
た
「
日
本
長
恨
歌
」
の
要
素
を
持
つ
よ
う
に
な
る
過
程
な
り
が
確
認
で
き
れ
ば
、

仮
説
に
信
憑
性
が
増
す
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、（
７
）
か
ら
（
９
）
節
で
は
、
伊
衡
女
詠
が
従
来
の
「
長
恨
歌
」
か
ら
逸
脱
す
る
「
日
本
長
恨
歌
」
か
ど
う
か
の
検
討
も
行
っ
た

が
、
必
ず
し
も
結
論
を
出
す
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
示
す
「
日
本
長
恨
歌
」
の
様
相
を
一
里
塚
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
伊
衡
女
詠
に
「
長
恨
歌
」
摂
取
を
認
め
る
こ
と
は
少
な
く
と
も
問
題
無
い
と
判
明
し
た
。
「
上
」
「
下
」
を
通
し
て
の
検
討
結
果
か
ら

は
む
し
ろ
、
「
長
恨
歌
」
摂
取
を
認
め
る
こ
と
は
必
須
と
言
え
よ
う
。

　
（
10
）「
長
恨
歌
」
を
踏
ま
え
た
新
た
な
和
歌
解
釈
│
お
わ
り
に
代
え
て

　
「
上
」
「
下
」
を
通
し
て
確
実
に
な
っ
た
こ
と
は
、
醍
醐
天
皇
に
贈
ら
れ
た
伊
衡
女
詠
の
想
像
す
る
内
容
が
、
帝
本
人
の
夢
魂
に
よ
る
妃

の
亡
魂
探
訪
と
墓
参
で
あ
り
、
「
長
恨
歌
」
摂
取
の
嚆
矢
で
あ
る
こ
と
だ
。
伊
衡
女
詠
の
詠
作
意
図
は
、
死
を
庶
幾
し
、
夢
の
中
で
醍
醐
帝
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の
夢
魂
に
自
分
の
死
後
の
在
り
処
を
探
し
求
め
て
訪
わ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
仮
想
を
詠
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
せ
め
て
死
ん
だ
そ
の
時
だ

け
で
も
と
、「
長
恨
歌
」
の
玄
宗
が
亡
き
楊
貴
妃
に
向
け
た
よ
う
な
寵
愛
を
醍
醐
天
皇
に
希
求
し
て
見
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
長
恨
歌
」
摂
取
お
よ
び
詠
作
意
図
を
反
映
さ
せ
る
場
合
、
『
後
撰
集
』
の
贈
答
歌
は
、
ど
う
訳
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
案
を
記
す
。

【『
後
撰
集
』
恋
二
・
六
四
〇
・
六
四
一　

試
訳
・
主
旨
】

　
　
（
後
宮
を
）
退
出
し
て
、
（
帝
が
）
お
手
紙
を
お
遣
わ
し
に
な
っ
た
の
で
（
詠
ん
だ
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
将
更
衣

（
も
し
お
手
紙
が
来
な
い
ま
ま
）
今
日
が
過
ぎ
た
な
ら
、
（
私
は
恋
の
思
い
に
耐
え
か
ね
て
）
死
ん
で
し
ま
え
ば
良
か
っ
た
も
の
を
。
そ
う

す
れ
ば
、
た
と
え
夢
魂
で
あ
っ
て
も
、
ど
こ
を
（
亡
き
私
の
居
場
所
の
）
目
当
て
（
か
、
）
と
（
私
の
墓
を
）
、
あ
な
た
様
が
お
訪
ね
く
だ

さ
っ
た
で
し
ょ
う
に
。
（
ま
る
で
「
長
恨
歌
」
で
、
亡
き
楊
貴
妃
の
魂
魄
の
在
り
処
を
尋
ね
る
玄
宗
皇
帝
の
よ
う
に
。
）

　
　

御
返
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

醍
醐
天
皇
御
製

（
死
な
な
く
て
も
、
あ
な
た
が
願
う
通
り
、
私
は
夢
で
逢
お
う
と
す
で
に
試
み
た
の
だ
よ
。
し
か
し
、
夢
魂
な
ど
で
は
な
く
、
）
現
実
に
こ

そ
訪
れ
る
べ
き
だ
っ
た
よ
。
（
離
れ
離
れ
で
は
あ
っ
て
も
）
夢
で
こ
そ
逢
お
う
と
、
（
あ
な
た
が
言
う
通
り
、
ど
こ
が
目
当
て
か
と
）
惑
っ

た
（
夢
路
の
）
距
離
が
、
遠
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
長
恨
歌
」
摂
取
の
認
定
が
、
和
歌
の
解
釈
に
及
ぼ
し
た
影
響
三
点
を
、
以
下
に
示
す
。
一
点
目
と
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
意
見
の

割
れ
る
説
に
結
論
が
出
た
。
す
な
わ
ち
、
死
が
庶
幾
さ
れ
た
と
捉
え
る
か
、
忌
避
さ
れ
た
と
捉
え
る
か
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
庶
幾
さ

れ
た
も
の
と
確
定
し
た
。
二
点
目
に
、
先
行
研
究
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
忌
避
す
べ
き
事
柄
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
工
藤
校
注
に
お
い
て
は

忌
避
と
庶
幾
い
ず
れ
の
評
価
も
消
去
し
て
扱
わ
れ
た
、
第
三
句
以
下
に
描
か
れ
る
仮
想
に
つ
い
て
、
大
き
く
評
価
の
変
更
を
見
た
。
す
な
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わ
ち
、
死
に
伴
っ
て
期
待
で
き
る
、
帝
に
よ
る
夢
中
の
亡
魂
探
訪
と
い
う
内
容
こ
そ
が
、
伊
衡
女
の
庶
幾
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
読
み
改

め
ら
れ
た
。
三
点
目
と
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
不
明
で
あ
っ
た
、
死
の
詠
ま
れ
る
理
由
、
死
が
庶
幾
さ
れ
る
理
由
が
判
明
し
た
。
夢

中
に
お
け
る
帝
の
亡
魂
探
訪
と
い
う
仮
想
の
内
容
は
、
「
長
恨
歌
」
後
半
に
示
さ
れ
る
玄
宗
の
楊
貴
妃
へ
の
深
い
愛
に
基
づ
く
行
動
の
写
し

で
あ
り
、
伊
衡
女
が
、
死
の
仮
想
を
以
っ
て
幻
出
し
た
の
は
「
長
恨
歌
」
の
世
界
で
あ
っ
た
。

　
「
長
恨
歌
」
の
日
本
へ
の
請
来
と
は
、
い
っ
た
い
和
歌
に
何
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
伊
衡
女
詠
を
通
し
て
見
る
と
、
「
長
恨
歌
」

の
受
容
に
よ
っ
て
、
墓
や
死
と
い
っ
た
、
和
歌
に
詠
む
こ
と
の
躊
躇
わ
れ
て
い
た
事
柄
が
美
し
く
艶
や
か
な
色
合
い
を
帯
び
、
再
び
和
歌

の
世
界
に
招
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
恋
愛
観
念
を
、
死
後
に
も
拡
張
し
て
永
遠
に
継
続
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
皇
帝
と
い
う
最
高
の
身
位

の
者
す
ら
逃
れ
得
な
い
も
の
と
し
て
描
い
た
作
品

）
65
（

の
一
つ
が
「
長
恨
歌
」
と
い
う
当
時
最
先
端
の
作
品
で
あ
る
と
捉
え
れ
ば
、
「
長
恨
歌
」

が
伊
衡
女
詠
を
生
み
出
し
た
の
だ
と
さ
え
言
え
よ
う
。
し
か
も
、
伊
衡
女
と
醍
醐
帝
の
贈
答
に
「
長
恨
歌
」
摂
取
を
認
め
る
と
、「
長
恨
歌
」

を
踏
ま
え
た
贈
答
歌
と
し
て
こ
れ
ま
で
広
く
知
ら
れ
て
き
た
村
上
帝
と
藤
原
師
尹
女
芳
子
（
宣
耀
殿
女
御
）
の
贈
答

）
66
（

よ
り
早
く
に
帝
と
後

宮
女
性
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
贈
答
歌
と
な
る

）
67
（

。
伊
衡
女
詠
が
勅
撰
集
に
採
歌
さ
れ
る
の
も
尤
も
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
異
同
の
あ
る
『
延
喜
御
集
』
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
が
、
『
延
喜
御
集
』
の
詞
書
は
『
後
撰
集
』
に
無
い
「
宮
中

を
退
出
し
て
二
日
」
と
い
う
二
人
の
逢
え
な
い
時
間
を
設
定
す
る
。
互
い
に
思
い
合
う
二
人
に
と
っ
て
は
耐
え
ら
れ
な
い
時
間
で
あ
り
、

こ
の
時
間
が
あ
っ
て
こ
そ
、
「
長
恨
歌
」
の
設
定
は
よ
り
活
き
る
。
逆
に
、
音
信
も
途
絶
え
た
こ
の
二
日
が
省
か
れ
、
帝
の
手
紙
が
届
い
た

と
設
定
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
『
後
撰
集
』
の
伊
衡
女
詠
の
歌
意
は
読
み
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
理
解
が
、
伊
衡
女
詠
の
影
響
歌
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
朧
月
夜
詠
や
、
朧
月
夜
詠
を
念
頭
に
置
い
た
俊
成
に
よ
る
『
六
百
番
歌

合
』
判
詞
の
理
解
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
些
か
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
の
歌
句
を
持
つ
影
響
歌
に
つ
い
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
。
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【
付
記
】
本
稿
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
開
催
の
和
歌
文
学
会
第
六
五
回
大
会
に
お
い
て
、
「
歌
句
「
い
づ
こ
を
は
か
と
」
の
詠
作
史
―
『
長

恨
歌
』
摂
取
の
可
能
性
の
検
討
―
」
と
題
し
て
行
っ
た
口
頭
発
表
の
一
部
に
基
づ
き
、
そ
の
後
得
ら
れ
た
知
見
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

貴
重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

注（
1
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
後
撰
和
歌
集　

天
福
二
年
本
』
（
朝
日
新
聞
社　

二
〇
〇
四
）
を
翻
字
し
、
濁
点
を
施
し
た
。
以
下
、
歌
番
号
、
和
歌
の
引

用
は
、
特
に
断
ら
な
い
場
合
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

（
2
） 

前
稿
に
引
き
続
き
本
稿
で
用
い
る
「
仮
想
」
は
、
「
仮
の
想
定
」
を
意
味
す
る
一
般
名
詞
で
あ
り
、
使
用
に
あ
た
り
定
義
を
必
ず
し
も
要
さ
な
い
。
た

だ
し
、
拙
稿
の
検
討
対
象
は
い
わ
ゆ
る
「
反
実
仮
想
」
「
反
実
仮
説
」
「
反
実
仮
定
」
等
と
呼
称
さ
れ
る
文
法
事
項
お
よ
び
概
念
に
深
く
関
わ
る
。
よ
っ

て
、
拙
稿
に
お
け
る
「
仮
想
」
は
自
ず
か
ら
、
仮
想
す
る
事
柄
の
実
現
し
て
い
な
い
現
実
を
、
対
立
す
る
概
念
と
し
て
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
付
記

す
る
。

（
3
） 

田
中
久
夫
「
平
安
時
代
の
貴
族
の
葬
制
―
特
に
十
一
世
紀
を
中
心
と
し
て
―
」
（
『
祖
先
祭
祀
の
研
究
』
弘
文
堂 

一
九
七
八　

10
頁
、
「
近
畿
民
俗
」

四
三　

一
九
六
七
・
八
初
出
、
『
葬
送
墓
制
研
究
集
成
』
五　

名
著
出
版　

一
九
七
九
再
録
）
。

（
4
） 

服
藤
早
苗
「
墓
地
祭
祀
と
女
性
」
（
『
家
成
立
史
の
研
究
』
校
倉
書
房　

一
九
九
一
、
初
出
、
大
隅
和
雄
、
西
口
順
子
編
『
信
心
と
供
養
』
シ
リ
ー
ズ

女
性
と
仏
教
3　

平
凡
社　

一
九
八
九
）
87
～
89
頁
。

（
5
） 

同
右
、
服
藤1989

の
89
頁
。

（
6
） 

前
掲
注
（
3
）
田
中
論
の
根
拠
の
一
つ
目
は
、
『
栄
花
物
語
』
巻
十
五
「
う
た
が
ひ
」
に
、
藤
原
道
長
の
感
想
と
し
て
、
「
真
実
の
御
身
を
斂
め
ら
れ

た
ま
へ
る
こ
の
山
に
は
、
た
だ
標
ば
か
り
の
石
の
卒
塔
婆
一
本
ば
か
り
立
て
れ
ば
、
又
参
り
寄
る
人
も
な
し
」
と
浄
妙
寺
建
立
以
前
の
木
幡
が
表
現
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さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
同
じ
く
『
栄
花
物
語
』
巻
五
「
浦
々
の
別
れ
」
に
、
伊
周
が
父
道
隆
の
墓
を
訪
れ
た
様
子
が
、
「
「
こ
れ
は
こ
ぞ

の
此
こ
ろ
の
事
ぞ
か
し
、
さ
れ
ば
す
こ
し
白
く
見
ゆ
れ
ど
、
其
折
か
ら
人
々
、
あ
ま
た
も
の
し
給
ひ
し
か
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
づ
れ
に
か
」
と
尋
ね
ま
い
ら
せ
給

へ
り
。
」
と
描
か
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
「
死
体
は
い
た
る
所
に
、
勝
手
に
埋
葬
さ
れ
る
た
め
、
伊
周
が
父
の
埋
葬
地
を
探
す
の
に
も
非
常
に
努
力
を
要

し
た
の
で
あ
っ
た
。
」
と
解
釈
さ
れ
た
（
前
掲
注
（
3
）
田
中
論
7
～
8
頁
。
こ
の
注
に
お
け
る
『
栄
花
物
語
』
の
本
文
、
記
号
も
同
書
の
引
用
に
拠

る
）
。
な
お
、
前
者
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
『
栄
花
物
語
』
新
編
全
集
頭
注
に
、
「
『
大
鏡
』
道
長
伝
に
も
、
父
兼
家
の
任
大
臣
に
あ
た
っ
て
の
木
幡
詣

に
同
行
し
た
際
、
三
昧
堂
建
立
を
思
い
立
っ
た
と
み
え
る
。
兼
家
の
任
右
大
臣
は
天
元
元
年
（
九
七
八
）
で
、
道
長
は
十
三
歳
。
」
と
指
摘
さ
れ
る
。

後
者
は
、
『
栄
花
物
語
』
の
年
立
に
お
い
て
、
父
道
隆
の
薨
去
翌
年
の
長
徳
二

996
年
で
あ
る
。

（
7
） 

朧
谷
寿
『
平
安
王
朝
の
葬
送
―
死
・
入
棺
・
埋
骨
―
』
（
思
文
閣
出
版　

二
〇
一
六
）
第
四
章　

貴
族
の
葬
送　

二
節　

一
〇
世
紀
の
状
況　

183
頁
、

「
平
安
時
代
の
公
卿
層
の
葬
墓
」
笠
谷
和
比
古
『
公
家
と
武
家
Ⅱ　
「
家
」
の
比
較
文
明
史
的
考
察
』
一
九
九
九
初
出
）
。
「
「
そ
の
当
時
か
ら
多
く
の
埋

葬
が
あ
っ
た
」
た
め
捜
す
の
に
手
間
取
っ
た
と
い
う
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
」
と
正
さ
れ
た
。

（
8
） 

服
藤
早
苗
「
平
安
貴
族
層
に
お
け
る
墓
参
の
成
立
―
墓
参
よ
り
み
た
家
の
成
立
過
程
」
（
『
平
安
王
朝
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
―
家
・
王
権
・
性
愛
』
歴

史
科
学
叢
書　

校
倉
書
房　

二
〇
〇
五
、
藤
井
正
雄
他
編
『
家
族
と
墓
』
シ
リ
ー
ズ
比
較
家
族
２　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
一
初
出
）
83
頁
。

「
月
夜
だ
っ
た
が
、
墓
地
に
は
木
が
多
か
っ
た
た
め
に
暗
く
、
父
の
墓
が
は
っ
き
り
と
判
別
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
昼
間
で
あ
れ

ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
解
釈
で
き
る
叙
述
（
中
略
）
こ
の
史
料
か
ら
墓
参
が
未
成
立
だ
っ
た
の
で
父
の
墓
を
探
せ
な
か
っ
た
と
判
断
す

る
の
は
、
文
脈
か
ら
す
る
限
り
無
理
」
と
訂
正
さ
れ
た
。

（
9
） 

直
近
で
は
、
島
津
毅
『
日
本
古
代
中
世
の
葬
送
と
社
会
』
（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
七
）
が
、
前
掲
注
4
服
藤1989

を
受
け
、
十
世
紀
初
頭
以
降
の

墓
参
に
つ
い
て
事
例
を
表
に
ま
と
め
て
い
る
。
島
津
氏
は
、
平
安
時
代
に
慣
習
化
さ
れ
た
墓
参
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
援
用
さ
れ
る
藤

澤
典
彦
氏
の
、
墳
丘
上
へ
の
年
ご
と
の
植
樹
を
推
測
さ
れ
る
説
は
三
回
忌
で
い
っ
た
ん
完
了
す
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

（
10
） 

水
藤
真
『
中
世
の
葬
送
・
墓
制
』
（
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
一
）
43
頁
、
「
平
安
貴
族
に
墓
参
の
風
習
が
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
無
く
、

確
実
に
墓
参
は
行
わ
れ
て
い
た
」
。
挙
げ
ら
れ
る
根
拠
の
最
古
例
は
、
承
平
二

932
年
八
月
に
薨
去
し
た
藤
原
定
方
へ
の
贈
位
使
伊
望
の
事
例
。
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（
11
） 

前
掲
注
（
8
）
服
藤2001

、
88
～
89
頁
。
「
『
西
宮
記
』
の
こ
の
条
文
で
は
、
参
議
・
非
参
議
・
地
下
人
な
ど
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
行
動
が
細
か
く

規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
官
人
層
全
体
に
要
請
さ
れ
る
行
為
と
解
す
べ
き
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
12
） 
以
下
、
『
延
喜
御
集
』
は
書
陵
部
蔵
『
代
々
御
集
』
（
五
〇
一
．
八
四
五
）
に
よ
り
、
適
宜
濁
点
、
読
点
を
付
す
。
こ
の
本
に
お
い
て
「
の
を
」
は
、

「
の
」
が
の
び
の
び
と
書
か
れ
、
字
母
「
遠
」
の
「
を
」
に
続
き
、
明
ら
か
に
二
文
字
と
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
親
本
な
い
し
祖
本
で
は

「
遣
」
の
一
字
で
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
意
味
が
よ
く
通
る
。
御
衣
を
追
っ
て
遣
わ
し
て
ま
で
恩
賜
さ
れ
た
と
見
做
す
と
、
醍
醐
天
皇
は
、
蔵
人
が
親

の
墓
を
参
拝
す
る
に
あ
た
り
、
ま
さ
に
故
郷
に
錦
を
飾
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
解
釈
の
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
指
摘
し
た
い
。

（
13
） 

た
だ
し
、
本
節
が
女
性
へ
の
贈
位
使
の
例
と
し
て
挙
げ
る
寛
平
元
年
の
例
か
ら
五
十
年
ほ
ど
下
る
。

（
14
） 

本
文
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
に
拠
る
。

（
15
） 「
第
」
は
『
大
日
本
史
料
』
に
お
い
て
衍
字
か
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 

仲
野
親
王
の
高
畠
墓
お
よ
び
当
宗
氏
の
河
嶋
墓
は
、
『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
の
「
近
墓
」
に
見
え
る
。
『
延
喜
式
』
は
国
史
大
系
本
に
拠
る
。
以
下
同
様
。

（
17
） 

井
上
智
勝
「
烈
女
・
厲
鬼
・
御
霊
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
殺
者
・
横
死
者
の
慰
霊
と
祭
祀
」
（
『
ア
ジ
ア
の
死
と
鎮
魂
・
追
善
』
ア
ジ
ア
遊
学

二
四
五　

勉
誠
出
版　

二
〇
二
〇
・
三
）
は
「
横
死
し
た
厲
鬼
が
こ
の
世
に
災
い
を
な
す
と
い
う
考
え
」
が
読
み
取
れ
る
以
下
の
例
を
挙
げ
る
。
『
春

秋
左
氏
伝
』
の
魯
の
襄
公
三
十b.c.543

年
に
殺
害
さ
れ
た
鄭
の
伯
有
が
、
敵
対
者
を
殺
し
に
「
武
装
し
て
出
て
行
く
夢
」
を
数
年
後
に
見
た
者
が
お

り
、
そ
の
通
り
に
敵
対
者
が
死
ん
だ
が
、
鄭
の
大
夫
が
「
「
鬼
有
所
帰
、
乃
不
為
厲
」
と
の
考
え
か
ら
、
伯
有
の
祭
祀
を
行
う
跡
継
ぎ
を
立
て
て
そ
の

亡
魂
が
帰
る
べ
き
場
所
を
作
っ
て
や
っ
た
」
と
こ
ろ
、
「
祟
り
は
止
ん
だ
」
と
い
う
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
七b.c.534

年
の
記
述
で
あ
る
。
淳
和
天

皇
が
薄
葬
を
遺
言
し
て
「
予
聞
、
人
歿
精
魂
帰
レ

天
、
而
空
存
二

冢
墓
一、
鬼
物
憑
レ

焉
、
終
乃
為
レ

祟
、
」
（
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
五
月
六
日
（
辛

巳
）
条
、
『
六
国
史
』
（
朝
日
新
聞
社　

一
九
三
〇
）
に
拠
る
）
と
示
す
墓
へ
の
認
識
と
は
異
な
る
。

（
18
） 『
日
本
紀
略
』
（
『
日
本
後
紀
』
は
逸
文
巻
）
大
同
二
年
十
一
月
二
日
（
乙
酉
）
条
に
、「
徙
二

親
王

母
夫
人
藤
原
吉
子
於
川
原
寺
一。
幽
二

之
一
室
一。
不
レ

通
二

飲
食
一。
」
、
十
二
日
（
乙
未
）
条
に
「
親
王
母
子
仰
レ

薬
而
死
。
時
人
哀
レ

之
。
」
と
あ
る
。
伊
予
親
王
の
死
因
の
実
態
に
つ
い
て
は
西
本
昌
弘
「
早

良
親
王
薨
去
の
周
辺
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
二
九　

二
〇
〇
〇
・
一
〇
）
を
参
照
の
事
。



『
後
撰
集
』
伊
衡
女
詠
と
「
長
恨
歌
」

87

（
19
） 

西
本
昌
弘
「
神
泉
苑
御
霊
会
と
聖
体
護
持
」
（
前
掲
注
17
『
ア
ジ
ア
の
死
と
鎮
魂
・
追
善
』
）
に
拠
る
。

（
20
） 『
延
喜
式
』
遠
墓
の
「
大
岡
墓
」
。

（
21
） 『
扶
桑
略
記
』
巻
二
十
三
裏
書
を
解
説
さ
れ
た
、
『
国
史
大
事
典
』
「
大
岡
墓
」
戸
原
純
一
氏
執
筆
項
に
拠
る
。
「
差
二

宣
命
使
於
藤
原
夫
人
墳
墓
一。
〈
在
二

葛
野
郡
西
山
一。
〉
依
二

天
下
疫
一

御
占
之
処
。
西
方
女
墓
有
二

穢
物
祟
一

之
由
。
即
遣
二

左
右
看
督
長
一。
尋
二│

認
其
地
一。
今
日
遣
レ

使
。
又
下
二

山
城
国
一。
始

令
レ

置
二

守
レ

陵
人
一。
」
（
国
史
大
系
本
に
拠
る
）
。

（
22
） 『
今
昔
物
語
集
』
の
本
文
は
、
山
田
孝
雄
ほ
か
校
注
『
今
昔
物
語
集　

四
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
二
五　

岩
波
書
店　

一
九
六
二
）
に
拠
る
。

（
23
） 『
左
経
記
』
は
増
補
史
料
大
成
本
に
拠
る
。

（
24
） 「
戌
一
刻
（
中
略
）
同
四
刻
入
自
壊
路
、
寄
殯
殿
東
階
、
御
輿
長
当
〈
皆
着
当
色
、
〉
伝
舁
、
」
（
『
左
経
記　

類
聚
雑
例
』

438
頁
）
。
「
天
皇
戌
四
点
令
着

錫
紵
給
、
」
（
同
別
記
、

441
頁
）
。

（
25
） 「
今
夜
御
葬
前
御
使
可
有
歟
如
何
、
」
（
『
左
経
記　

類
聚
雑
例
』

437
頁
）
。

（
26
） 『
小
右
記
』
は
大
日
本
古
記
録
本
に
拠
る
。

（
27
） 『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
松
村
博
司
編
『
栄
花
物
語
の
研
究　

校
異
篇
』
（
上
中
下
巻　

風
間
書
房　

一
九
八
五
、一
九
八
六
）
の
、
主
底
本
梅
沢
本

の
右
に
付
さ
れ
た
西
本
願
寺
本
の
校
異
に
基
づ
き
、
適
宜
濁
点
、
句
読
点
を
付
し
た
。
以
下
同
様
。
こ
こ
は
下
巻

207
頁
。

（
28
） 

長
保
二
年
は
西
暦
で
一
〇
〇
〇
年
に
相
当
す
る
が
、
定
子
の
薨
去
は
十
二
月
で
あ
る
た
め
一
〇
〇
一
年
と
な
る
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
集
部
編
『
古

代
中
世
暦　

和
暦
・
ユ
リ
ウ
ス
暦
月
日
対
照
表
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ　

二
〇
〇
六
）
参
照
）
。

（
29
） 

前
掲
注
27
『
栄
花
物
語
の
研
究　

校
異
篇
』
上
巻

405
～

406
頁
。

（
30
） 

な
お
、
『
栄
花
物
語
』
の
描
く
、
定
子
が
遺
す
和
歌
「
夜
も
す
が
ら
契
し
事
を
わ
す
れ
ず
は
こ
ひ
ん
涙
の
色
ぞ
ゆ
か
し
き
」
、
定
子
を
送
る
弟
隆
家
の

和
歌
「
し
ら
雪
の
ふ
り
つ
む
の
べ
は
あ
と
た
え
て
い
づ
く
を
は
か
と
君
を
た
づ
ね
ん
」
、
そ
し
て
一
条
帝
が
野
辺
に
心
を
通
わ
せ
る
造
型
と
和
歌
に

も
「
長
恨
歌
」
摂
取
が
見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
別
稿
を
期
す
。
な
お
、
定
子
の
最
期
の
造
形
は
、
中
島
和
歌
子
「
最
晩
年
を
中
心
と
す
る
『
栄

花
物
語
』
の
定
子
の
人
物
造
型
を
め
ぐ
っ
て
―
紫
の
ゆ
か
り
、
か
ぐ
や
姫
、
『
産
経
』
―
」
（
『
語
学
文
学
』
五
二　

二
〇
一
三
・
一
二
）
に
よ
っ
て
複
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数
の
モ
デ
ル
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
伊
周
が
検
非
違
使
に
連
行
さ
れ
、
「
「
兵
乱
」
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
た
」
定
子
と
の
間
を
、

帝
が
「
昔
の
長
恨
歌
の
物
語
も
か
や
う
な
る
こ
と
に
や
」
と
、
「
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
に
準
え
」
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。

（
31
） 
上
野
英
二
「
長
恨
歌
か
ら
源
氏
物
語
へ
」
（
『
源
氏
物
語
と
長
恨
歌　

世
界
文
学
の
生
成
』
（
岩
波
書
店　

二
〇
二
二
）
、
「
平
安
朝
に
お
け
る
物
語
―
長

恨
歌
か
ら
源
氏
物
語
へ
」
『
国
語
国
文
』
第
五
〇
巻
九
号　

一
九
八
一
・
九
初
出
、
王
朝
物
語
研
究
会
編
『
研
究
講
座　

源
氏
物
語
の
視
界
１
―
準
准

拠
と
引
用
』
（
新
典
社　

一
九
九
四
）
所
収
、
『
源
氏
物
語
序
説
』
（
平
凡
社
選
書
一
六
〇　

一
九
九
五
）
再
録
）
。

（
32
） 「
楊
貴
妃
が
殺
さ
れ
け
る
所
へ
お
は
し
ま
し
て
御
覧
じ
け
れ
ば
、
野
べ
に
、
あ
さ
ぢ
風
に
波
よ
り
て
あ
は
れ
な
り
け
む
と
、
か
の
み
か
ど
の
御
心
の
う

ち
を
お
し
は
か
り
て
よ
め
る
歌
な
り
」（
『
俊
頼
髄
脳
』
四
二
六
番
へ
の
説
明
。
四
二
六
番
歌
は
詞
花
集
三
三
七
番
道
済
詠
「
お
も
ひ
か
ね
」
で
あ
る
）
。

（
33
） 「
長
恨
歌
の
屏
風
を
亭
子
院
の
み
か
ど
か
か
せ
た
ま
ひ
て
、
そ
の
所
所
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
」
と
歌
を
寄
せ
る
に
あ
た
り
、
伊
勢
は
「
み
か
ど
の
御
に

な
し
て
」
五
首
、
「
こ
れ
は
き
さ
き
の
御
歌
に
て
」
と
そ
れ
ぞ
れ
五
首
を
詠
ん
だ
（
伊
勢
集
・
五
二
～
五
六
、
五
七
～
六
一
番
歌
の
詞
書
）
。

（
34
） 

前
掲
注
（
31
）
上
野
論
、
23
頁
。

（
35
） 

同
右
13
頁
。

（
36
） 

同
右
14
頁
。

（
37
） 

櫻
井
陽
子
「
「
平
家
物
語
」
巻
五
『
月
見
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
軍
記
と
語
り
物
』
二
一　

一
九
八
五
・
三
）
。

（
38
） 

序
文
に
「
永
延
已
来
寛
徳
以
往
篇
什
」
を
撰
ん
だ
、
と
記
さ
れ
る
。

（
39
） 

前
掲
注
（
31
）
上
野
論
26
～
27
頁
（
②
に
つ
い
て
の
引
用
す
べ
て
に
つ
い
て
）
。

（
40
） 「
長
恨
歌
」
の
本
文
お
よ
び
訓
点
は
、
石
田
穣
二
、
清
水
好
子
校
注
『
源
氏
物
語　

一
』
（
新
潮
日
本
古
典
集
成　

一
九
七
六
）
の
付
録
が
「
平
岡
武

夫
、
今
井
清
両
氏
の
校
訂
に
従
い
、
こ
の
作
品
の
古
形
と
考
え
ら
れ
る
本
文
を
立
て
た
」
も
の
に
拠
り
、
適
宜
、
そ
の
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

出
版
『
白
氏
文
集
』
（
一
九
七
一
）
の
校
訂
、
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
（
川
瀬
一
馬
監
修
『
金
澤
文
庫
本
白
氏
文
集
（
一
）
』
財
団
法
人
大
東
急
記
念
文

庫　

勉
誠
社　

一
九
八
三
）
、
那
波
本
（
下
定
雅
弘
・
神
鷹
徳
治
編
『
宮
内
庁
所
蔵　

那
波
本
白
氏
文
集　

一
』
勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
）
を
確
認
し

た
。
以
下
同
様
。
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（
41
） 「
長
恨
歌
伝
」
の
本
文
は
、
袴
田
光
康
「
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
長
恨
歌
伝
」
の
研
究
―
「
桐
壺
」
巻
篇
其
の
一
（
付　

金
沢
文
庫
本
「
長
恨
歌

伝
」
）
―
」
（
『
（
明
治
大
学
）
文
芸
研
究
』
九
一　

二
〇
〇
三
・
九
）
に
拠
る
。
こ
の
本
文
は
、
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
「
長
恨
歌
伝
」

の
太
田
次
男
氏
に
よ
る
模
写
を
も
と
に
袴
田
氏
が
翻
字
さ
れ
た
も
の
で
、
金
沢
文
庫
本
の
古
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
42
） 

後
宮
女
性
の
夢
魂
に
逢
お
う
と
す
る
も
、
な
か
な
か
逢
え
な
い
と
す
る
醍
醐
帝
の
返
歌
は
、
『
句
題
和
歌
』
と
の
別
名
も
行
わ
れ
る
『
千
里
集
』
の

「
別
後
相
思
夢
魂
遠
」
題
、

 

　
　

わ
か
れ
に
し
き
み
を
ゝ
も
ひ
て
た
づ
ぬ
れ
ば
ゆ
め
の
た
ま
し
ひ
は
る
け
か
り
け
り
（
離
別
・
九
六
）

 

と
発
想
が
類
似
す
る
。
藏
中
さ
や
か
「
校
本
『
大
江
千
里
集
』
」
（
『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究　

大
江
千
里
集
・
和
歌
一
字
抄
』
お
う
ふ
う　

二
〇
〇
〇
）
に
拠
る
と
、
異
本
系
書
陵
部
桂
宮
本
（
五
一
一
―
二
三
、
『
大
江
千
里
集　

付
匡
衡
集
』
で
は
題
末
尾
は
「
遥
」
、
第
五
句
「
は
る
か
成

け
り
」
。
当
該
の
摘
句
の
出
典
は
未
詳
だ
が
、
『
句
題
和
歌
』
出
典
未
詳
句
に
、
藏
中
氏
ら
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
出
典
の
在
り
方
を
見
る
と
、
こ
れ
も

然
る
べ
き
詩
か
ら
の
摘
句
で
あ
ろ
う
と
類
推
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
「
夢
魂
」
は
「
長
恨
歌
」
か
ら
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
概
念
で
あ
る
こ

と
を
、
北
山
円
正
氏
、
新
間
一
美
氏
よ
り
ご
教
示
賜
っ
た
。
醍
醐
詠
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
43
） 

黒
田
彰
「
長
恨
歌
の
上
窮
碧
落
下
黄
泉
と
買
地
券 
」
（
『
白
居
易
研
究
年
報
』
一
九　

二
〇
一
八
・
一
二
）
。

（
44
） 「
買
地
券
」
と
は
、
「
道
教
思
想
の
も
と
葬
送
儀
礼
で
死
者
が
冥
界
で
墓
地
を
購
入
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
地
券
で
あ
り
、
石
や
金
属
板
、
煉
瓦
な
ど

に
記
載
し
て
墓
に
埋
葬
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
（
土
生
田
純
之
編
『
事
典 

墓
の
考
古
学
』
（
二
〇
一
三　

吉
川
弘
文
館
）
「
買
地
券
」
狭
川
真
一

執
筆
項
よ
り
。
「
買
地
券
」
の
研
究
史
お
よ
び
慣
用
句
の
実
例
に
つ
い
て
は
黒
田
論
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
「
後
漢
時
代
に
は
既
に
あ
」
っ
た
（
黒
田
論

の
引
用
さ
れ
た
、
趙
超
『
中
国
古
代
石
刻
概
論
』
（
文
物
出
版
社　

一
九
九
七
）
一
章
九
節
「
買
地
券
及
鎮
墓
券
」
に
拠
る
）
。
「
明
清
に
至
」
っ
て
も

確
認
さ
れ
、
現
在
に
及
ぶ
と
い
い
、
池
田
温
「
中
国
歴
代
墓
券
略
考
」
で
一
三
一
例
、
清
代
の
買
地
券
ま
で
対
象
に
加
え
ら
れ
た
魯
西
奇
氏
『
中
国

古
代
買
地
券
研
究
』
（
二
〇
一
四
、
黒
田
論
に
よ
る
引
用
を
参
照
の
事
）
で
四
三
三
例
を
数
え
る
。
日
本
や
韓
国
で
も
、
少
な
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
二

例
、
四
例
が
判
読
で
き
る
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
買
地
券
が
日
本
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

（
45
） 

前
掲
注
（
43
）
黒
田
論
所
載
の
、
黒
田
氏
集
成
「
用
例
一
覧
」
の
１
、
漢
熹
平
四

175
年
胥
氏
鎮
墓
瓶
の
、
「
上
天
倉
倉
、
地
下
芒
芒
」
。
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（
46
） 

前
掲
注
（
43
）
黒
田
論
の
図
4
（
黒
田
彰
氏
作
成
）
を
、
ご
許
可
を
得
て
転
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
47
） 
こ
う
し
た
場
所
に
葬
ら
れ
て
し
ま
う
と
鬼
に
な
る
と
い
う
。

（
48
） 「
長
恨
歌
」
以
前
の
詩
に
も
す
で
に
、
大
歴
三
年
（
七
六
九
）
の
進
士
（
白
居
易
の
進
士
及
第
は
貞
元
一
六
（
八
〇
〇
年
）
）
の
李
益
に
「
過
二

馬
嵬
一
」

詩
三
首
が
あ
り
、
そ
の
第
二
首
に
、

 

　
　

 

濃
香
猶
自
随
二

鸞
輅
一、
恨
魄
無
レ

由
レ

離
二

馬
嵬
一、
（
新
間
一
美
『
平
安
朝
漢
文
学
と
漢
詩
文
』
和
泉
書
院
研
究
叢
書

293　

二
〇
〇
三
年
、
第
一
部

「
白
居
易
文
学
の
受
容
」
Ⅴ
「
日
中
長
恨
歌
受
容
の
一
面
―
黄
滔
の
馬
嵬
の
賦
と
源
氏
物
語
そ
の
他
―
」
一
〇
五
頁
。
「
香
魂
」
と
い
う
美
女
の

魂
を
指
す
語
へ
の
注
釈
と
し
て
付
さ
れ
た
。
同
書
に
は
六
句
全
体
が
引
か
れ
る
が
、
こ
の
注
に
は
冒
頭
の
み
を
引
用
し
た
。
）

 

が
あ
る
。
楊
貴
妃
の
魄
が
馬
嵬
に
あ
っ
た
と
歌
う
。
引
用
し
た
詩
の
冒
頭
部
分
を
私
に
訳
す
と
、
（
美
女
の
魂
の
存
在
を
指
し
示
す
）
濃
い
香
は
今
も

猶
ひ
と
り
で
に
天
子
の
車
に
随
伴
し
、
恨
み
の
残
る
魄
は
馬
嵬
を
離
れ
る
手
立
て
が
な
い
、
と
な
ろ
う
か
。
魂
魄
を
対
に
、
魄
の
み
が
馬
嵬
に
あ
る

前
提
で
歌
わ
れ
て
い
る
。

（
49
） 

原
田
正
巳
「
民
俗
資
料
と
し
て
の
墓
券

―
上
代
中
国
人
の
死
霊
観
の
一
面

―
」
（
『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
』
四
五　

一
九
六
三
・
一
〇
）
を
は
じ
め
と

す
る
、
同
氏
の
複
数
の
論
考
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
。

（
50
） 『
小
右
記
』
万
寿
二
年
八
月
七
日
条
。
「
昨
夜
」
の
こ
と
と
し
て
「
魂
呼
」
の
記
述
が
あ
る
。
『
左
経
記
』
万
寿
二
年
八
月
二
十
三
日
条
に
も
、
「
去
五

日
夜
」
の
こ
と
と
し
て
「
魂
喚
」
の
表
記
で
記
さ
れ
る
。
万
寿
二
年
は
、
ち
ょ
う
ど
（
６
）
節
の
小
一
条
院
女
御
寛
子
の
没
年
で
も
あ
る
。

（
51
） 

同
右
。

（
52
） 

こ
の
描
写
に
つ
い
て
、
中
島
和
歌
子
「
『
首
書
源
氏
物
語　

須
磨
』
の
頭
注
の
翻
刻
と
小
考
察
（
上
）
│
山
稜
参
拝
と
『
白
氏
文
集
』
の
諷
諭
詩
」

（
『
札
幌
国
語
研
究
』
五　

二
〇
〇
〇
・
十
一
）
が
、
古
注
の
指
摘
す
る
『
文
集
』
と
の
類
似
等
を
吟
味
し
、
諷
喩
詩
摂
取
の
意
図
を
解
明
す
る
。

（
53
） 

本
文
は
、
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
編
『
大
島
本
源
氏
物
語
』
第
三
巻
（
角
川
書
店　

一
九
九
六
）
の
影
印
に
拠
り
、
私
に
濁
点
を
施
し
た
。

（
54
） 

柳
井
滋
ほ
か
校
注
・
訳
『
源
氏
物
語　

二
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系　

岩
波
書
店　

一
九
九
四
）
19
頁
。

（
55
） 

玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈　

第
三
巻
』
（
角
川
書
店　

一
九
六
五
）
60
頁
。
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（
56
） 

山
中
裕
『
歴
史
物
語
成
立
序
説
』
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
六
二
）
第
二
章
第
五
節
「
栄
花
物
語
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
影
響
」
や
、
前
掲
注
55　

玉
上
評
釈
61
頁
ほ
か
。

（
57
） 「
そ
れ
よ
り
木
幡
に
ま
い
り
給
へ
る
に
、
月
あ
か
け
れ
ど
、
こ
の
こ
ろ
は
い
み
じ
う
こ
ぐ
ら
け
れ
ば
、
そ
の
ほ
ど
ぞ
か
し
と
お
ぼ
し
は
か
り
お
は
し
ま

い
つ
る
に
、
か
の
山
ぢ
か
に
て
は
お
り
さ
せ
給
て
、
く
れ
〴
〵
と
わ
け
い
ら
せ
給
に
、
木
の
ま
よ
り
も
り
出
た
る
月
を
し
る
べ
に
て
、
卒
都
婆
く
ぎ

ぬ
き
い
と
お
ほ
か
る
な
か
に
、
こ
れ
は
こ
ぞ
の
此
こ
ろ
の
こ
と
ぞ
か
し
、
さ
れ
ば
す
こ
し
し
ろ
う
み
ゆ
れ
ど
、
そ
の
お
り
か
く
人
ゝ
あ
ま
た
物
し
給

し
か
ば
、
い
づ
れ
に
か
と
よ
ろ
づ
た
づ
ね
ま
い
り
よ
ら
せ
給
へ
り
。
」
（
前
掲
注
27
『
栄
花
物
語
の
研
究　

校
異
編　

上
巻
』

290
頁
。
）

（
58
） 

前
掲
注
（
3
）
田
中
論
。

（
59
） 

吉
野
瑞
恵
「
朧
月
夜
物
語
の
深
層
」
（
『
王
朝
文
学
の
生
成
』
笠
間
書
院　

二
〇
一
一
）
15
頁
。

（
60
） 

平
安
時
代
の
区
分
に
は
様
々
な
考
え
方
が
可
能
で
は
あ
る
が
、
史
学
に
お
い
て
今
日
最
も
一
般
的
な
区
分
で
は
、
摂
関
期
を
中
期
、
院
政
期
を
後
期

と
見
做
す
。

（
61
） 

陳

「
日
蔵
旧
抄
本
《
長
恨
歌
序
》
真
偽
考
―
兼
論
《
長
恨
歌
》
主
題
及
其
文
本
伝
変
」
（
張
伯
偉
編
『
域
外
漢
籍
研
究
集
刊　

第
七
輯
』
中
国
・
中

華
書
局　

二
〇
一
一
）
。

（
62
） 

前
掲
注
（
31
）
上
野
論
、
25
頁
。

（
63
） 

静
永
健
「
資
料
紹
介　

高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
長
恨
歌
」
詩
巻
・
「
琵
琶
行
」
詩
巻
に
つ
い
て
」
（
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
」

198　

二
〇
一
五
）
の
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
『
長
恨
歌
』
（
資
料
番
号H

-600-1144

（
ホ
函
７
）
の
翻
刻
お
よ
び
訓
読

に
拠
り
、
う
ち
第
十
六
紙
の
一
部
を
引
用
し
た
。

（
64
） 『
類
聚
名
義
抄
』
法
下　

疒
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
編
集
『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』
天
理
大
学
出
版
部　

八
木
書
店　

二
〇
一
八
）
。

（
65
） 

周
知
の
こ
と
な
が
ら
、
「
長
恨
歌
」
は
漢
の
高
祖
と
李
夫
人
の
話
で
あ
る
建
前
の
も
と
に
語
ら
れ
る
。

（
66
） 「
村
上
天
皇
御
集
」
一
〇
七
・
一
〇
八
。

（
67
） 

紙
幅
の
関
係
上
、
粗
掴
み
と
な
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
更
衣
の
準
拠
論
に
わ
ず
か
な
が
ら
触
れ
て
お
く
。
桐
壺
更
衣
に
は
、
光
源
氏
の
モ
デ
ル
の
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一
人
と
見
做
さ
れ
る
高
明
親
王
の
母
で
あ
る
近
江
更
衣
（
醍
醐
天
皇
後
宮
）
や
、
渤
海
の
使
者
か
ら
相
人
の
予
言
を
受
け
た
所
生
の
皇
子
が
あ
り
、

死
後
に
三
位
を
追
贈
さ
れ
た
藤
原
沢
子
（
仁
明
天
皇
の
女
御
）
、
弘
徽
殿
に
嫉
妬
さ
れ
た
藤
原
登
子
（
村
上
天
皇
の
尚
侍
）
、
早
世
し
、
そ
の
願
文
に

李
夫
人
の
物
語
が
踏
ま
え
ら
れ
た
藤
原
忯
子
（
花
山
天
皇
の
女
御
）
、
淑
景
舎
す
な
わ
ち
桐
壺
を
賜
っ
て
お
り
、
横
死
し
た
、
藤
原
原
子
（
三
条
天
皇

東
宮
時
代
の
女
御
）
ら
の
面
影
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
寺
本
直
彦
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考　

続
編
』
（
風
間
書
房
、
一
九
八
四
）
に
お
い
て
、
「
桐

壺
更
衣
の
モ
デ
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
近
江
更
衣
は
桐
壺
更
衣
の
イ
メ
ー
ジ
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
」

（
「
延
喜
期
後
宮
和
歌
と
源
氏
」
7
～
8
頁
）
と
端
的
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
誰
か
一
人
が
桐
壺
更
衣
に
相
当
す
る
訳
で
は
な
い
こ
と
は
周
知
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
お
い
て
の
指
摘
に
な
る
が
、
醍
醐
帝
と
の
贈
答
に
「
長
恨
歌
」
摂
取
を
認
定
す
る
と
、
更
衣
で
あ
っ
た
伊
衡
女
も
ま
た
、

桐
壺
更
衣
の
造
型
に
寄
与
し
た
可
能
性
が
思
わ
れ
る
。
『
新
古
今
集
』
が
、
醍
醐
帝
か
ら
の
贈
歌
「
む
ら
さ
き
の
色
に
心
は
あ
ら
ね
ど
も
ふ
か
く
ぞ
人

を
お
も
ひ
そ
め
つ
る
」
（
恋
一
・
九
九
五
、
詞
書
「
中
将
更
衣
に
つ
か
は
し
け
る
」
）
を
採
歌
す
る
こ
と
も
、
歌
の
表
現
と
相
俟
っ
て
興
味
深
い
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


